


　九州には、日産自動車九州㈱、トヨタ自動車九州㈱、ダイハツ九州㈱、
日産車体九州㈱の4つの自動車メーカーがあり、年間生産能力154万台の
生産能力を持つ世界有数の拠点として成長している。また、本田技研工
業㈱熊本製作所も立地するなど二輪車産業も集積しており「カーアイラン
ド」と呼ばれるように、半導体とともに、名実共に九州の主力産業として位
置付けられている。近年では各メーカーの国内基幹工場としての存在感を
高め、R&D機能を移管する動きも加速している。熊本に立地するサプライ
ヤーへの影響も大きく、激変する時局の中での対応を迫られている。メイド
インジャパンを担う“最後の砦”九州のモノづくりを追った。

国
内
第
２
の
生
産
拠
点〝
九
州
〞

「
円
安
は
九
州
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
」

国
際
競
争
で〝
勝
つ
部
品
〞が
造
れ
る

九
州
発
レ
ク
サ
ス
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

過
去
最
高
の
56
万
５
０
０
０
台
を
記
録

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱

日
産
自
動
車
九
州
㈱

　
「
九
州
の
自
動
車
関
連
産
業
の

分
布
図
を
見
る
と
、
愛
知
に
集
中

す
る
東
海
地
方
と
の
違
い
は
、
高

速
道
、
港
湾
、
空
港
な
ど
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
に
沿
っ
て
北
部
九
州
で

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
て
い
る
こ

と
。
さ
ら
に
北
部
九
州
自
動
車

１
５
０
万
台
先
進
生
産
拠
点
推
進

会
議
な
ど
を
結
成
す
る
な
ど
産
学

官
の
連
携
も
強
い
」
と
名
古
屋
市

内
で
昨
年
末
に
開
か
れ
た
熊
本
県

自
動
車
産
業
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ス
ラ

イ
ド
上
映
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
㈱
の
大
村
英
一
副
社
長
は
、
国

内
の
生
産
拠
点
で
存
在
感
を
増
す

九
州
の
自
動
車
産
業
の
成
長
の
背

景
に
つ
い
て
切
り
出
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
国
内

生
産
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
、「
国
内
生
産
で
の

３
０
０
万
台
体
制
を
愛
知
、
九
州
、

東
北
の
三
極
で
支
え
る
第
２
の
拠

点
」
と
し
な
が
ら
「
九
州
発
レ
ク

サ
ス
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
」
を
目
標
に
掲
げ
る
。

「
国
内
で
３
０
０
万
台
体
制
を
維

持
し
て
い
く
に
は
海
外
と
の
競
争

に
負
け
な
い
高
品
質
、
高
付
加
価

値
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
」
と

①
も
の
づ
く
り
力
②
コ
ス
ト
競
争

力
③
期
待
値
を
超
え
る
商
品
力
の

三
本
の
柱
を
掲
げ
、「
勝
ち
残
る
工

程
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
に
２
０
０
０
年
、
２
０
０
１
年
、

そ
し
て
２
０
１
１
年
に
は
米
国
の

市
場
調
査
会
社
の
Ｉ
Ｑ
Ｓ
調
査
で

世
界
最
高
品
質
を
生
産
す
る
工
場

に
贈
ら
れ
る
「
プ
ラ
チ
ナ
賞
」
を

受
賞
す
る
な
ど
日
本
の
も
の
づ
く

り
そ
の
も
の
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

工
場
と
も
言
え
る
。

東
日
本
大
震
災
、タ
イ
洪
水
、

中
国
問
題
と
逆
風
相
次
ぐ

　30
万
台
の
生
産
実
績
で
推
移

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
９
割

は
輸
出
、
そ
の
内
中
国
を
中
心
と

し
た
ア
ジ
ア
向
け
が
３
割
、
北
米

が
４
割
、
欧
州
そ
の
他
が
３
割
の

構
成
比
。
レ
ク
サ
ス
の
構
成
比
率

は
８
割
に
上
る
。
１
９
９
１
年
の

設
立
以
来
、
今
年
で
21
年
目
、
ハ

リ
ア
ー
の
生
産
を
開
始
し
た
97
年

頃
（
15
万
台
）
か
ら
着
実
な
増
産

で
推
移
、
レ
ク
サ
ス
投
入
後
は
飛

躍
的
な
伸
び
を
見
せ
、
07
年
に
は

44
万
３
０
０
０
台
に
達
し
た
。
し

か
し
翌
年
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
で
29
万
台
に
激
減
、
一
時

回
復
を
見
せ
る
も
、
東
日
本
大
震

　
「
円
安
基
調
の
今
、
九
州
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
。
海
外
か
ら
の

輸
入
部
品
が
国
内
に
戻
っ
て
く
る

可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
企
画
す
る
車
は
日
本
で
生
産
し

て
も
〝
勝
つ
部
品
〞
が
造
れ
る
。

九
州
の
企
業
に
は
そ
の
力
が
あ

る
」
と
日
産
自
動
車
九
州
㈱
の
児

玉
幸
信
社
長
は
、
地
元
の
部
品
会

社
の
奮
起
を
期
待
す
る
。「
１
０
０

円
以
上
が
理
想
」
と
し
な
が
ら
、

昨
年
ま
で
の
超
円
高
で
生
産
拠
点

は
海
外
へ
逃
げ
て
い
く
一
方
だ
っ

た
の
が
、
こ
の
為
替
を
潮
目
に
国

内
生
産
構
造
の
好
循
環
へ
一
機
に

流
れ
が
変
わ
る
と
指
摘
す
る
。

　

同
社
の
「
部
品
調
達
」
は
、
①

関
東
・
中
部
②
九
州
③
中
国
、
タ

イ
な
ど
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入

で
、３
分
割
し
て
い
る
現
状
だ
が
、

今
後
は
、
関
東
・
中
部
を
極
小
化

し
、「
現
地
調
達
率
」（
同
社
の
場

合
、
東
ア
ジ
ア
を
含
む
）
を
ア
ッ

プ
、戦
略
車
種
「
ノ
ー
ト
」
に
至
っ

て
は
85
％
の
現
地
化
を
目
指
し
て

い
る
。円
安
に
振
れ
れ
ば
そ
の
分
、

九
州
か
ら
の
調
達
が
増
え
る
と
い

う
わ
け
だ
。

　

九
州
に
生
産
拠
点
を
構
え
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
中
で
も

１
９
７
５
年
と
最
先
発
で
操
業

を
開
始
し
て
い
る
の
が
日
産
自

動
車
九
州
㈱
（
２
０
１
１
年
に

現
地
法
人
化
）
だ
。
生
産
台
数

は
、
２
０
０
３
年
の
53
万
台
か

ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

２
０
０
９
年
に
32
万
台
に
落
ち
た

■九州に立地する自動車・二輪メーカーの概要
日産自動車
九州㈱

日産車体
九州㈱

トヨタ自動車九州㈱ ダイハツ九州㈱ 本田技研工業
㈱熊本製作所宮田工場 苅田工場 小倉工場 大分（中津）工場 久留米工場

生産開始 1976年12月
（車両生産）※1 2009年12月 1992年12月 2005年12月 2008年8月 2004年12月

※2 2008年8月 1976年1月

敷地面積 236.2ha
（うち日産車体九州17ha） 113ha 32ha 34ha 130ha 17.4ha 169ha

従業員数 約3,600人 約1,000人 約7,050人 約850人 約3,150人 約350人 約3,300人

生産能力 53万台 12万台 43万台 22万基 ― 46万台 32.4万基
（2013年5月予定）

47万台
（2008年浜松から
生産拠点を集約）

※1…1976年12月～2011年9月まで日産自動車㈱九州工場として操業 ※2…2004年12月～2006年6月までダイハツ車体㈱として操業
※3…生産能力の万台は完成車、万基はエンジンの生産個数

　
「
厳
し
い
環
境
だ
が
、
他
社
に

負
け
な
い
〝
メ
イ
ド
イ
ン
九
州
〞

の
車
、
高
品
質
な
車
を
造
っ
て
い

き
た
い
。
地
場
企
業
、
産
学
官
の

連
携
に
よ
る
結
束
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
も
の
づ
く
り
を
、
こ
の
九

州
の
地
か
ら
復
活
さ
せ
た
い
」
と

現
地
調
達
率
70
％
を
目
指
す

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
で「
九
州
発
の
開
発
」へ

地
域
企
業
と
の
綿
密
な
連
携
を
求

め
、
部
品
の
現
地
調
達
率
も
現

状
の
約
50
％
か
ら
70
％
へ
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
る
。〝
世
界
の

ト
ヨ
タ
〞
が
求
め
る
技
術
力
は

「
１
０
０
％
良
品
納
入
」。
そ
の

ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
い
と
い
え

る
が
「
九
州
発
の
技
術
の
発
掘
と

活
用
を
」
と
地
元
で
の
取
引
先
の

拡
大
を
志
向
、
そ
れ
を
基
盤
と
し

た　
〝
世
界
№
１
品
質
工
場
〞
を

目
指
し
て
い
る
。

　

11
年
に
は
設
計
・
開
発
部
門

「
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
も
発
足
、

２
５
０
人
の
部
隊
が
愛
知
で
の
研

修
を
終
え
、
九
州
へ
集
結
し
つ
つ

あ
る
。
開
発
領
域
は
、
ア
ッ
パ
ー

ボ
デ
ィ
の
内
外
装
設
計
を
手
始
め

に
、
開
発
と
生
産
が
一
体
と
な
っ

た
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
提
案
を

し
て
い
く
方
針
で
、
同
社
が
開
発

に
携
わ
っ
た
新
型
車
が
市
場
に
誕

生
す
る
見
通
し
だ
。

災
、
タ
イ
洪
水
、
そ
し
て
昨
年
は

尖
閣
問
題
で
の
中
国
市
場
の
ダ
ウ

ン
と
、
災
害
や
政
治
問
題
に
翻
弄

さ
れ
て
お
り
、
生
産
能
力
（
43
万

台
）の
７
割
操
業
が
続
い
て
い
る
。

12
年
度
は
35
万
台
を
計
画
し
て
い

た
が
30
万
台
弱
と
前
年
並
み
と
な

り
そ
う
で
、
13
年
度
も
同
水
準
で

推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今

後
は
「
中
国
向
け
が
減
産
前
の
水

準
に
戻
る
の
は
ま
だ
難
し
い
」
と

し
な
が
ら
も
、
現
地
で
の
販
売
は

回
復
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
販
売

動
向
に
よ
っ
て
は
、
見
通
し
を
上

方
修
正
す
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う

だ
。

トヨタ自動車九州㈱
大村英一副社長

トヨタ自動車九州㈱宮田工場の空撮写真。用地面積約１１３ｈａ。
1992年に操業。レクサスを中心に製造、年間の生産能力は43万台

日産自動車九州㈱ 児玉幸信社長

福岡県京都郡苅田町の日産自動車九州㈱

最新技術を投入したトヨタ自動車九州㈱のグローバル・ボディー・ライン

トヨタ自動車九州㈱の組立て工程

エイティー九州㈱の溶けた鉄を
鋳型に流し込む鋳物製造ライン

〝
最
後
の
砦
〞九
州

１５０万台強の生産能力を持つ世界有数の自動車生産拠点
メーカーの“九州シフト”で
基幹工場としての存在感高まる
Ｒ＆Ｄ機能の移管も加速

カーアイランド九州の明日

メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
を
担
う
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が
、
そ
の
後
躍
進
を
続
け
、
11
年

に
53
万
台
を
回
復
、
12
年
に
は
過

去
最
高
の
56
万
５
０
０
０
台
を

記
録
し
た
。
生
産
車
種
は
、「
ム

ラ
ー
ノ
」「
デ
ュ
ア
リ
ス
」「
セ
レ

ナ
」「
テ
ィ
ア
ナ
」「
エ
ク
ス
ト
レ

イ
ル
」「
ノ
ー
ト
」「
ロ
ー
グ
」
な

ど
。
日
産
が
掲
げ
る
国
内
生
産
台

数
１
０
０
万
台
の
内
５
割
以
上
を

占
め
る
最
量
産
工
場
で
あ
る
。
工

場
内
の
専
用
ふ
頭
で
は
通
関
手
続

き
が
可
能
な
た
め
、
世
界
各
地
に

　

各
メ
ー
カ
ー
が
生
産
の
〝
九
州

シ
フ
ト
〞
を
強
め
る
中
、
県
内
の

一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
は
メ
ー

カ
ー
や
親
会
社
か
ら
部
品
生
産
を

移
管
す
る
動
き
が
顕
著
に
出
始
め

て
い
る
よ
う
だ
。
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

タ
ー
や
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
な
ど
を
製

造
す
る
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
の
エ

イ
テ
ィ
ー
九
州
㈱
（
玉
名
郡
南
関

町
下
坂
下
、
北
島
哲
也
社
長
）
は

昨
年
６
月
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
㈱
向
け
の
制
動
系
部
品

「
ナ
ッ
ク
ル
」
の
生
産
を
始
め
た
。

　

生
産
に
際
し
従
来
の
製
造
ラ
イ

ン
に
塗
装
装
置
や
検
査
機
器
な
ど

を
導
入
、
併
せ
て
自
動
化
な
ど
の

合
理
化
や
環
境
対
策
、
震
災
対
策

な
ど
の
た
め
の
設
備
更
新
を
進
め

移
管
に
備
え
た
。
総
投
資
額
は

２
・
３
億
円
（
金
型
含
む
）
に
及

ぶ
。
ナ
ッ
ク
ル
の
初
年
度
出
荷
額

は
７
億
円
、
２
年
目
は
10
〜
11
億

円
を
見
込
み
、
全
社
の
売
上
高
で

も
昨
年
実
績
の
58
億
円
か
ら
70
億

円
の
増
収
を
計
画
し
て
い
た
。

　

同
社
は
08
年
１
月
に
同
地
に
進

出
し
た
ア
イ
シ
ン
高
丘
㈱
（
愛
知

県
豊
田
市
）
の
１
０
０
％
出
資
子

会
社
。
同
年
５
月
に
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
タ
ー
の
加
工
と
塗
装
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
09
年
１
月
に
は
ア
イ

シ
ン
高
丘
㈱
の
鋳
造
工
程
を
移
管

し
、「
鋳
造
」「
加
工
」「
塗
装
」

の
一
貫
生
産
ラ
イ
ン
を
整
え
た
。

ま
た
翌
10
年
に
は
ド
ア
ビ
ー
ム
な

ど
の
高
強
度
プ
レ
ス
部
品
や
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
用
の
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
の
鋳
造
、

加
工
な
ど
こ
れ
ま
で
順
次
移
管
を

進
め
て
い
る
。
操
業
当
初
44
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
社
員
も
現
在
で
は

２
５
０
人
に
及
ぶ
。

輸
送
コ
ス
ト
を

考
慮
す
れ
ば
当
然
の
流
れ

　

ナ
ッ
ク
ル
は
、
そ
れ
ま
で
ト
ヨ

タ
自
動
車
㈱
が
愛
知
県
で
生
産
し

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
に
供
給
し

て
い
た
も
の
で
、「
愛
知
か
ら
の

輸
送
コ
ス
ト
や
労
務
費
を
考
慮
す

れ
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
門

前
で
供
給
す
る
の
が
当
然
の
流

れ
」（
北
島
社
長
）
と
今
後
も
ア

イ
シ
ン
高
丘
㈱
や
ト
ヨ
タ
本
体
か

ら
の
生
産
移
管
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
昨
年
９
月
の
尖
閣
問

題
で
中
国
へ
の
輸
出
が
激
減
、
同

社
の
生
産
状
況
も
一
変
す
る
。「
受

注
高
は
３
割
減
。
従
業
員
も
20
人

程
増
員
し
、
そ
れ
ま
で
の
２
班
交

代
制
を
３
班
交
代
制
に
シ
フ
ト
し

た
矢
先
で
し
た
。
し
ば
ら
く
は
我

慢
の
時
で
す
ね
」
と
今
期
の
売
上

計
画
も
昨
年
実
績
に
留
ま
る
見
込

み
と
な
っ
た
。

　

南
関
町
へ
の
立
地
選
定
の
理
由

に
つ
い
て
は
「
地
震
な
ど
の
災
害

　

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
㈱
（
大
分
県
中

津
市
）
は
、
２
０
１
２
年
度
の
生

産
台
数
が
45
万
台
と
操
業
以
来
過

去
最
高
を
更
新
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
低
コ
ス
ト
と
燃
費

性
能
を
兼
ね
備
え
る
軽
自
動
車
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
エ
コ
カ
ー

補
助
金
も
追
い
風
と
な
り
昨
年
度

の
41
万
６
０
０
０
台
を
１
割
近
く

上
回
り
そ
う
だ
。
グ
ル
ー
プ
全
体

の
国
内
生
産
の
５
割
を
超
え
る
見

込
み
。

　

同
社
は
、
04
年
12
月
に
群
馬
県

前
橋
市
よ
り
移
転
し
操
業
を
開
始

（
当
時
は
ダ
イ
ハ
ツ
車
体
㈱
）、
07

年
12
月
に
第
２
工
場
を
稼
働
さ

せ
、
08
年
８
月
に
は
久
留
米
市
田

主
丸
町
の
久
留
米
工
場
で
エ
ン
ジ

ン
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。
現
在
の
生
産
車
種
は
ダ
イ
ハ

ツ
工
業
㈱
が
戦
略
車
と
し
て
位
置

付
け
る
「
ミ
ラ
イ
ー
ス
」
は
じ
め

８
車
種
の
ほ
か
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

㈱
と
富
士
重
工
㈱
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相

手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
車

の
８
種
類
の
計
19
種
類
を
生
産
し

て
い
る
。
特
に
11
年
９
月
に
発
売

し
た
低
燃
費
、
低
価
格
の
戦
略
車

「
ミ
ラ
イ
ー
ス
」
を
生
産
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱

の
国
内
４
カ
所
の
生
産
拠
点
で
は

中
核
的
な
最
新
鋭
工
場
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
は「
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

（
３
つ
の
大
き
な
波
を
起
こ
す
新

時
代
の
工
場
）。「
ク
リ
ー
ン
」「
コ

ン
パ
ク
ト
」「
コ
ン
フ
ァ
タ
ブ
ル
」

の
も
と
、
高
い
生
産
効
率
の
実
現

と
す
べ
て
の
環
境
に
配
慮
し
た
先

進
的
環
境
モ
デ
ル
工
場
だ
。
第
２

工
場
は
、
軽
自
動
車
の
生
産
に
特

化
し
、「
シ
ン
プ
ル
」「
ス
リ
ム
」「
コ

ン
パ
ク
ト
」（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
に
こ
だ

わ
っ
た
、
さ
ら
に
進
化
し
た
最
新

鋭
工
場
だ
と
い
う
。
３
４
０
０
人

の
従
業
員
も
平
均
年
齢
30
歳
と
若

く
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
出
身
。
コ

ス
ト
競
争
力
に
お
い
て
も
メ
リ
ッ

ト
は
絶
大
だ
。

エイティー九州㈱ 北島哲也社長

ディスクローターの加工ライン

〝
九
州
シ
フ
ト
〞で
進
む
生
産
移
管

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
向
け
に
ナ
ッ
ク
ル
を
生
産

エ
イ
テ
ィ
ー
九
州
㈱

過
去
最
高
の
45
万
台
に

戦
略
車
の
投
入
、エ
コ
カ
ー
補
助
金
追
風
に

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
㈱

　

日
産
自
動
車
九
州
㈱
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
児
玉
社
長
は
「
九
州

で
小
型
車
を
生
産
し
、
輸
出
を
し

て
も
利
益
を
出
せ
る
生
産
拠
点
を

目
指
し
現
地
法
人
化
し
て
い
る
。

国
内
生
産
拠
点
の
中
で
コ
ス
ト

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て
お

的
に
は
国
内
向
け
の
ウ
ェ
ー
ト
が

増
す
方
向
で
、
今
年
１
月
の
国
内

販
売
実
績
で
見
る
と
、
日
産
車
体

九
州
㈱
を
含
め
た
生
産
台
数
は
国

内
向
け
の
51
％
を
占
め
て
い
る
と

い
う
。

　
「
輸
出
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
為

替
変
動
や
政
治
情
勢
な
ど
に
よ
る

リ
ス
ク
も
高
く
な
る
。
量
産
体
制

を
保
つ
会
社
と
し
て
は
、〝
地
産

地
消
〞
で
国
内
ベ
ー
ス
を
押
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
」
と
コ
ス
ト

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
戦
略
的
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
も
求
め
ら
れ
る
と
い

う
。「
国
内
生
産
１
０
０
万
台
」

の
内
、
約
６
割
を
占
め
る
生
産
拠

点
と
し
て
、
九
州
の
重
要
度
は
極

め
て
高
い
。
特
に「
コ
ス
ト
削
減
」

の
見
地
か
ら
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を

含
め
た
「
九
州
シ
フ
ト
」
が
進
ん

で
お
り
、
テ
ィ
ア
２
、
テ
ィ
ア
３

な
ど
九
州
地
場
企
業
の
掘
り
起
こ

し
と
育
成
を
進
め
て
い
る
。

　
「
九
州
の
も
の
づ
く
り
の
レ
ベ
ル

は
高
い
で
す
よ
。
歴
史
的
な
蓄
積

も
あ
る
し
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
高
い
。
熊
本
も
リ
ン
グ
フ
ロ
ム

九
州
で
取
引
が
拡
大
し
て
い
る
し
、

人
件
費
や
物
価
で
も
北
九
州
よ
り

安
い
で
す
し
ね
。
日
産
は
系
列
に

は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
現
地

調
達
の
取
引
先
と
し
て
、
い
つ
で

も
〝
ウ
エ
ル
カ
ム
〞
だ
と
い
う
。

向
け
直
接
輸
出
が
で
き
る
輸
出
拠

点
と
も
い
え
る
。

　

フ
ル
稼
働
で
過
去
最
高
の
生
産

を
記
録
し
た
要
因
と
し
て
は
①
北

米
向
け
の
車
種
が
好
調
②
国
内
向

け
に
「
ノ
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ
た

③
Ｓ
‐
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
搭
載
の

「
セ
レ
ナ
」
の
販
売
が
好
調
だ
っ

た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。
中
国
向

け
の
輸
出
が
無
い
た
め
中
国
リ
ス

ク
も
無
か
っ
た
と
い
う
。

り
、
中
国
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
地

域
か
ら
の
部
品
調
達
を
含
め
た
新

た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
九
州

で
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
使

命
が
コ
ス
ト
競
争
力
に
あ
る
と
述

べ
、そ
の
世
界
戦
略
車
（
小
型
車
）

が
「
ノ
ー
ト
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
追
浜
工
場
（
神
奈
川
県
横
須

賀
市
）
か
ら
生
産
ラ
イ
ン
を
移
管

し
て
き
た
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
主
に
中
型
車
を
中

心
に
製
造
し
て
い
た
が
、
10
年
秋

に
神
奈
川
県
平
塚
市
の
日
産
車
体

㈱
か
ら
生
産
移
管
し
た
ミ
ニ
バ
ン

「
セ
レ
ナ
」
に
続
き
、「
ノ
ー
ト
」

の
移
管
と
小
型
車
の
量
産
化
へ
シ

フ
ト
し
て
い
る
。
12
年
度
の
国
内

向
け
生
産
台
数
は
10
万
台
だ
が
、

今
後
は
月
産
１
万
台
、
年
12
万
台

を
目
指
す
計
画
だ
。
よ
っ
て
将
来

国
内
生
産
拠
点
の
コ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
に

調
達
の
権
限
を
九
州
に
移
管

世
界
戦
略
車「
ノ
ー
ト
」を
九
州
へ
生
産
移
管

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱
が
久
留
米
開
発
セ
ン
タ
ー
を
開
設

現
地
調
達
率
の
上
昇
に
期
待
高
ま
る

日産自動車㈱の世界戦略車「ノート」

ダイハツ九州㈱大分（中津）工場のライン

ダイハツ九州㈱久留米工場の空撮写真。
隣接地に「久留米開発センター」を建設する計画

日産自動車九州㈱の全自動ロボットによる溶接ライン

向
け
の
エ
ン
ジ
ン
生
産
を
開
始
し

た
。
現
在
、
約
70
億
円
の
設
備
投

資
で
製
造
ラ
イ
ン
を
２
本
に
増
や

し
、
年
産
32
万
４
０
０
０
基
へ
の

増
産
体
制
へ
と
増
築
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱
は
、

昨
年
12
月
に
は
同
工
場
の
隣
接
地

に
「
久
留
米
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を

建
設
す
る
と
発
表
し
た
。
主
に
軽

自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
評
価

な
ど
を
手
掛
け
る
。
エ
ン
ジ
ン
製

造
ラ
イ
ン
の
隣
接
地
に
開
設
す
る

こ
と
で
「
生
産
と
開
発
が
一
体
と

な
っ
た
」
新
た
な
開
発
体
制
を
構

築
す
る
。14
年
３
月
に
エ
ン
ジ
ン
、

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
実

験
棟
を
開
設
し
、
同
年
12
月
に
車

両
搭
載
時
の
性
能
評
価
を
行
う
実

験
棟
や
試
走
路
な
ど
を
開
設
す
る

予
定
。投
資
額
は
約
１
４
０
億
円
。

同
開
発
セ
ン
タ
ー
の
開
設
で
、
地

場
企
業
と
設
計
段
階
か
ら
連
携
す

る
こ
と
で
、
地
場
調
達
率
の
上
昇

が
加
速
す
る
と
み
ら
れ
、
特
に
九

州
中
部
に
位
置
す
る
福
岡
県
南
、

佐
賀
、
熊
本
県
な
ど
の
企
業
と
の

取
引
に
は
期
待
が
高
ま
る
。

　

08
年
８
月
か
ら
は
、
ダ
イ
ハ
ツ

九
州
㈱
久
留
米
工
場
（
福
岡
県
久

留
米
市
）
で
、
中
津
工
場
生
産
車

　

部
品
の
地
場
調
達
率
は
約

60
％
、
一
昨
年
１
月
に
部
品
調
達

室
を
設
置
、
こ
れ
ま
で
大
阪
府
池

田
市
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱
本
体
が

担
っ
て
き
た
調
達
の
権
限
を
九
州

に
一
部
移
管
し
、
ダ
イ
ハ
ツ
九
州

㈱
の
部
品
調
達
が
独
自
で
行
え
る

体
制
を
整
え
た
。「
１
リ
ッ
タ
ー

当
た
り
30
キ
ロ
、
車
体
価
格
80
万

円
の
ミ
ラ
イ
ー
ス
を
生
産
す
る
上

で
、
地
元
か
ら
の
部
品
調
達
は
欠

か
せ
な
い
」
と
九
州
で
新
規
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
を
開
拓
す
る
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
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時
の
リ
ス
ク
分
散
、
広
大
な
工
業

用
地
（
９
５
，０
０
０
㎡
）、
北
部

九
州
よ
り
も
要
員
確
保
が
容
易
、

九
州
北
部
エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
便
利
な
高
速
道
イ
ン
タ
ー
に
近

く
輸
送
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
な
ど

に
加
え
、
南
関
町
や
県
の
サ
ポ
ー

ト
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
「
熊
本
の
方
の
人
柄
が
良
く
、

素
朴
で
熱
心
な
点
は
も
の
づ
く
り

に
向
い
て
い
る
」
と
同
工
場
で
は

33
カ
月
間
不
良
流
出
ゼ
ロ
と
い
う

関
連
グ
ル
ー
プ
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
生
産
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
「
当

社
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
門

前
生
産
と
い
う
立
場
が
基
本
だ

が
、
今
後
は
親
会
社
で
あ
る
ア
イ

シ
ン
高
丘
㈱
の
中
国
・
ア
セ
ア
ン

地
域
の
工
場
の
生
産
が
伸
び
て
い

る
現
状
か
ら
、
我
々
の
高
精
度
高

品
質
の
製
品
供
給
が
で
き
る
国
内

の
先
端
技
術
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
高
水

準
の
製
造
技
術
基
盤
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
と
い
う
。

尖
閣
問
題
で
中
国
向
け
輸
出
が
激
減

９
月
ま
で
に
は
前
年
水
準
回
復
の
予
測
も

　

ア
イ
シ
ン
九
州
㈱
（
熊
本
市
南

区
城
南
町
、
髙
橋
寛
社
長
）
は
、

ト
ヨ
タ
向
け
が
売
上
高
の
８
割

を
占
め
る
１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

（
テ
ィ
ア
１
）
で
、
福
岡
県
の
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
に
は
パ
ワ
ー

シ
ー
ト
や
ド
ア
フ
レ
ー
ム
、
サ
ン

ル
ー
フ
な
ど
を
供
給
し
て
い
る
。

13
年
度
３
月
期
の
売
上
高
見
込
み

は
前
年
並
み
の
２
１
８
億
円
程

度
。
当
初
は
前
年
の
生
産
不
足
も

あ
っ
て
増
産
態
勢
で
ス
タ
ー
ト

し
、
計
画
で
は
売
上
高
２
５
５
億

円
と
し
て
い
た
。
新
車
投
入
効
果

も
手
伝
っ
て
上
半
期
は
高
生
産
を

維
持
し
て
い
た
も
の
の
、
９
月
に

日
中
間
で
尖
閣
列
島
の
問
題
が
表

面
化
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱

の
中
国
向
け
輸
出
は
激
減
、
10
月

は
ゼ
ロ
に
。
一
転
し
て
減
産
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
格
好
で
、
新
車
向

け
に
増
強
し
た
設
備
投
資
の
償
却

負
担
が
大
き
く
、
経
常
利
益
は
マ

イ
ナ
ス
を
見
込
む
と
い
う
。
雇
用

状
況
も
、
約
５
０
０
人
の
自
動
車

関
連
の
生
産
要
員
に
増
産
体
制
へ

の
対
応
を
図
る
た
め
約
１
３
０
人

の
派
遣
社
員
を
追
加
投
入
し
て
い

た
が
、
尖
閣
問
題
の
９
月
23
日
以

降
は
生
産
・
雇
用
調
整
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　
「
し
か
し
、
中
国
向
け
の
輸
出

も
１
月
か
ら
は
回
復
し
始
め
て
お

り
、
２
月
に
は
３
割
程
度
ま
で
は

戻
っ
て
い
る
。
９
月
ま
で
に
は
前

年
の
水
準
へ
の
回
復
も
予
測
さ
れ

て
い
る
。
特
に
円
安
が
１
０
０
円

台
ま
で
進
ん
で
く
れ
れ
ば
、
か
な

り
環
境
は
変
わ
る
の
だ
が
」
と
髙

橋
寛
社
長
。
中
国
問
題
と
為
替

レ
ー
ト
の
先
行
き
か
ら
目
が
は
な

せ
な
い
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
は
８
割

が
輸
出
の
た
め
、
円
高
で
は
生
産

台
数
が
伸
び
な
い
上
に
、
海
外
現

地
生
産
化
の
動
き
も
加
速
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
円
高
の
進
行

で
部
品
メ
ー
カ
ー
が
直
面
し
た
の

が
海
外
と
の
競
争
だ
。
昨
年
に

は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
新

型
車
に
取
り
付
け
る
ド
ア
チ
ェ
ッ

ク
と
呼
ぶ
部
品
で
韓
国
メ
ー
カ
ー

と
の
相
見
積
も
り
と
な
る
な
ど
経

営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
た
。
昨

年
の
政
権
交
代
を
機
に
動
き
出
し

た
円
安
の
進
行
は
、
こ
れ
ま
で
70

円
台
の
超
円
高
に
苦
し
ん
だ
県
内

製
造
業
界
に
と
っ
て
も
反
転
攻
勢

の
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
そ
う
だ
。

　
「
当
社
の
部
品
調
達
は
50
％
以

上
が
愛
知
か
ら
の
取
り
寄
せ
。
し

か
し
、
私
ど
も
の
製
品
は
地
元
調

達
で
充
分
い
け
る
と
思
う
。
輸
送

コ
ス
ト
削
減
の
効
果
は
大
き
い
は

ず
」
と
地
元
調
達
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
特
に
前
任

の
加
藤
肇
社
長
（
現
熊
本
県
産
業

技
術
顧
問
）
時
代
に
取
り
組
ん
だ

「
リ
ン
グ
フ
ロ
ム
九
州
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
地
場
企
業
の
技
術
力

は
把
握
で
き
て
お
り
、
年
に
２
回

程
の
意
見
交
換
会
も
開
い
て
い
る

と
い
う
。

アイシン九州㈱　髙橋寛社長

本田技研工業㈱熊本製作所
渡部勝資所長

本田技研工業㈱熊本製作所の空撮写真。
敷地内にテストコースを持つ

　

同
じ
く
九
州
へ
シ
フ
ト
す
る
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
拡
大
に
対

応
し
玉
名
市
へ
進
出
し
た
の
が
ト

ヨ
タ
系
の
自
動
車
部
品
製
造
、
愛

三
熊
本
㈱
（
玉
名
市
北
牟
田
、
中

島
邦
男
社
長
）。
愛
知
県
大
府
市

の
愛
三
工
業
㈱
１
０
０
％
出
資
子

会
社
と
し
て
、
国
内
で
は
、
同
グ

ル
ー
プ
初
の
愛
知
県
外
に
立
地
す

る
工
場
と
し
て
２
０
１
０
年
１
月

か
ら
操
業
を
開
始
、
現
在
は
レ
ク

サ
ス
を
中
心
に
生
産
す
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
、

マ
ツ
ダ
㈱
向
け
に
加
え
、

昨
年
４
月
か
ら
は
ダ
イ
ハ

ツ
九
州
㈱
向
け
の
部
品
生

産
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

玉
名
立
地
の
理
由
に
つ

い
て
は
「
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
㈱
を
は
じ
め
と
す
る

取
引
先
の
近
く
に
拠
点
を

設
け
、
要
望
に
迅
速
に
対

応
す
る
体
制
の
構
築
。
玉

名
は
高
速
道
イ
ン
タ
ー
に

も
近
く
、
輸
送
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
玉
名
市

が
用
地
の
手
当
て
な
ど
多

く
の
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
雇
用
面
で
も
優
秀

で
豊
富
な
人
材
が
確
保
で

き
る
地
域
」（
神
谷
佐
登

志
・
愛
三
熊
本
㈱
取
締
役
工
場
長
）

と
話
す
。
さ
ら
に
地
震
や
津
波
に

よ
る
災
害
時
の
リ
ス
ク
分
散
の
た

め
に
も
工
場
の
再
編
が
必
要
だ
っ

た
と
い
う
。

　

主
力
製
品
は
、
キ
ャ
ニ
ス
タ
と

い
う
、
燃
料
タ
ン
ク
内
に
溜
ま
る

ガ
ソ
リ
ン
蒸
気
を
活
性
炭
に
吸
着

さ
せ
再
活
用
し
、
ガ
ソ
リ
ン
蒸
気

が
大
気
に
排
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ

と
い
う
環
境
性
能
の
高
い
自
動
車

部
品
。
さ
ら
に
樹
脂
デ
リ
バ
リ
パ

イ
プ
、
カ
ッ
ト
オ
フ
、
Ｅ
Ｇ
Ｒ
バ

ル
ブ
な
ど
を
製
造
、
昨
年
度
の
売

上
高
は
13
億
円
弱
、
今
期
は
５
割

増
の
19
億
円
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
中
国
問
題
の
影
響
で
下
方
修

正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
「
４
年
度
目
を
迎
え
、
現
地
採

用
の
人
材
に
は
非
常
に
満
足
し
て

い
る
」
と
現
在
従
業
員
は
37
人
。

毎
年
高
卒
を
３
人
採
用
し
て
お
り

地
元
３
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず

つ
入
社
す
る
予
定
だ
。

新
製
品
で
現
地
調
達
を
検
討

生
産
設
備
の
自
前
化
を
目
指
す

　

生
産
部
品
の
現
地
調
達
に
関

し
て
も
、
現
在
、
キ
ャ
ニ
ス
タ

の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ー
を
地

元
企
業
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、

「
２
０
１
４
年
度
以
降
に
親
会
社

か
ら
生
産
移
管
す
る
製
品
の
部
品

を
熊
本
及
び
近
県
企
業
に
協
力
頂

い
て
製
品
化
す
る
た
め
に
現
地
調

達
を
現
在
、
検
討
し
て
い
る
」
と

新
製
品
生
産
の
た
め
の
調
査
を
進

め
て
い
る
と
い
う
。

　
「
用
地
的
に
も
余
裕
が
あ
る
の

で
第
２
、
第
３
工
場
を
建
設
し
て

一
人
で
も
多
く
の
地
元
採
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。
幹
部
候
補
も
育

成
し
、
部
品
の
生
産
工
場
と
い
う

役
割
だ
け
で
な
く
、
今
後
生
産
技

術
力
を
磨
き
、
現
在
愛
知
の
本
社

か
ら
購
入
し
て
い
る
設
備
の
自
前

化
を
す
す
め
た
い
」
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
。

　

本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所

（
菊
池
郡
大
津
町
、
渡
部
勝
資
所

長
）
は
、
昨
年
10
月
に
埼
玉
県
朝

霞
市
の
㈱
本
田
技
術
研
究
所
二
輪

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
か
ら
技
術
者
な

ど
２
２
０
人
を
異
動
、「
開
発
と

生
産
を
一
体
化
」
し
て
迅
速
な
開

発
体
制
を
構
築
、
競
争
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
に
新
工
場
を
建
設
、

浜
松
製
作
所
か
ら
二
輪
製
造
拠
点

を
集
約
し
47
万
台
の
生
産
計
画
で

再
編
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
需
要
は
低
迷
、
生
産
規
模
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で

同
製
作
所
は
生
産
体
質
改
革
、
調

達
構
造
改
革
、
要
員
構
造
改
革
の

３
大
改
革
を
実
施
、「
海
外
の
生
産

拠
点
と
真
向
勝
負
が
で
き
る
」
工

場
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
み
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
が
二
輪
Ｒ
＆

Ｄ
機
能
の
熊
本
シ
フ
ト
だ
。

　
「
特
に
大
切
な
の
が
、
技
術
の

進
化
、
事
業
の
進
化
、
そ
れ
と
人

材
育
成
だ
。
他
社
に
対
し
常
に
技

術
的
優
位
性
を
持
ち
、
コ
ス
ト
競

争
力
を
持
ち
、
新
機
種
の
立
ち
上

げ
や
生
産
の
進
め
方
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
多
面
的
に
進
化

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
熊
本

製
作
所
は
敷
地
内
に
テ
ス
ト
コ
ー

ス
を
持
ち
、
Ｒ
＆
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ

が
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
も
っ
と
早
く
実
施
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」（
渡
部
所

長
）
と
そ
の
成
果
も
如
実
に
現
れ

始
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
春
に

は
さ
ら
に
増
員
す
る
計
画
だ
。

　

生
産
の
現
地
調
達
と
い
う
点
で

は
、
九
州
地
区
で
熊
輪
会
と
い
う

協
力
会
社
組
織
が
あ
り
、
同
製
作

所
の
生
産
基
盤
を
永
年
支
え
て
き

た
実
績
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

か
ら
中
大
型
車
へ
シ
フ
ト
す
る
過

程
で
も
協
力
会
社
は
迅
速
な
対
応

を
図
っ
て
き
た
。

　
「
小
型
か
ら
中
大
型
へ
対
応
頂
い

て
お
り
、
こ
の
領
域
の
技
術
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
る
と
実
は
四
輪
へ

も
活
か
さ
れ
て
く
る
の
で
す
」
と

一
部
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
実
際
に

四
輪
の
受
注
を
拡
大
し
て
い
る
。

アイシン九州㈱（熊本市城南町）の生産ライン

ラインを増設したアイシン九州キャスティング㈱

愛三熊本㈱
神谷佐登志取締役工場長

トヨタ生産方式を導入している
愛三熊本㈱の生産ライン 主力製品のキャニスタ ト

ヨ
タ
に
加
え
ダ
イ
ハ
ツ
の
受
注
拡
大

高
い
地
元
雇
用
の
満
足
度

愛
三
熊
本
㈱

二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
を
熊
本
に
シ
フ
ト

海
外
と
真
向
勝
負
が
で
き
る
生
産
拠
点
に

本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所

円
安
を
機
に
反
転
攻
勢
へ

地
元
調
達
の
可
能
性
高
ま
る

ア
イ
シ
ン
九
州
㈱

　

隣
接
す
る
ア
イ
シ
ン
九
州

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
㈱
が
７
億
５
，

０
０
０
万
円
か
け
て
生
産
ラ
イ
ン

を
増
設
し
、
こ
の
５
月
か
ら
生
産

を
開
始
す
る
。
主
に
自
動
車
用
エ

ン
ジ
ン
系
部
品
を
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト

か
ら
加
工
・
組
立
て
ま
で
一
貫
生

産
し
て
い
た
が
、
今
回
、
三
菱
自

動
車
向
け
に
タ
イ
ミ
ン
グ
チ
ェ
ー

ン
カ
バ
ー
等
の
生
産
工
程
を
増
設

し
た
も
の
で
、
49
億
円
の
売
上
高

か
ら
約
10
億
円
の
増
収
を
見
込

み
、
新
規
で
15
人
の
増
員
を
図
る

と
い
う
。

　

ア
イ
シ
ン
九
州
㈱
で
も
ト
ヨ
タ

自
動
車
九
州
㈱
へ
の
部
品
供
給
以

外
に
も
、
日
産
自
動
車
九
州
㈱
へ

「
セ
レ
ナ
」
用
パ
ワ
ー
ス
ラ
イ
ド

ド
ア
、
ダ
イ
ハ
ツ
九
州
㈱
へ
「
ミ

ラ
イ
ー
ス
」
用
プ
レ
ス
品
な
ど
を

製
造
し
て
お
り
、〝
九
州
シ
フ
ト
〞

が
進
む
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
現

地
調
達
が
進
め
ば
、
系
列
に
捉
わ

れ
ず
県
内
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の

波
及
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。

ア
イ
シ
ン
九
州
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
㈱
が

生
産
ラ
イ
ン
を
増
設

メ
ー
カ
ー
の〝
九
州
シ
フ
ト
〞で
系
列
超
え
た
受
注
の
可
能
性
も
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プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
約
５
０
０
社
、
地

場
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
５
０
０
社
（
熊

本
は
約
１
３
０
社
）
を
合
わ
せ
る

と
約
１
０
０
０
社
に
及
ぶ
。

の
た
め
の
コ
ス
ト
削

減
も
加
速
し
た
。
さ

ら
に
最
近
で
は
、
首

都
直
下
型
地
震
、
南

海
ト
ラ
フ
大
地
震
な

ど
へ
の
危
機
感
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

結
果
的
に
関
東
や

中
部
か
ら
九
州
、
あ

る
い
は
東
北
へ
の
動

き
が
着
実
に
進
行
し

て
い
る
。
中
で
も
九

州
の
強
み
が
人
件
費

の
安
さ
。
東
京
・
愛

知
の
お
よ
そ
８
掛

け
、
有
効
求
人
倍
率

も
約
３
割
以
上
も
低

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
工

業
地
の
平
均
価
格
で
は
東
京
の
11

分
の
１
、
準
工
業
地
で
も
５
分
の

１
程
度
と
大
幅
に
安
い
。
そ
の
結

果
、
九
州
に
進
出
し
た
自
動
車
サ

93

資料：九州経済産業局の資料を元に作成
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本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製

作
所
の
熊
本
進
出
と
と
も
に
、

１
９
７
６
年
に
操
業
を
開
始
し
た

ア
ル
ミ
部
品
メ
ー
カ
ー
の
九
州
柳

河
精
機
㈱
（
菊
池
市
旭
志
川
辺
）。

以
来
、
本
田
技
研
工
業
㈱
向
け
の

二
輪
部
品
を
中
心
に
生
産
を
手
掛

け
て
き
た
が
、
03
年
に
ト
ヨ
タ
自

動
車
㈱
の
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に

選
ば
れ
、
四
輪
向
け
エ
ン
ジ
ン
カ

バ
ー
の
製
造
も
開
始
し
た
。
今
で

は
売
上
高
の
四
割
を
同
製
品
が
占

め
、「
来
期
に
も
５
割
ま
で
拡
大

す
る
見
込
み
」（
河
口
二
朗
社
長
）

だ
と
い
う
。
現
在
は
生
産
量
で
最

も
多
い
プ
リ
ウ
ス
向
け
の
部
品
に

加
え
、
11
年
末
か
ら
は
新
型
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
「
ア
ク
ア
」
の
部
品

生
産
を
開
始
。
こ
の
為
、
ラ
イ
ン

の
生
産
効
率
改
善
と
一
部
の
新
設

九州柳河精機㈱ 河口二朗社長ダイハツ九州㈱久留米工場

福岡大学商学部　居城克治教授

菊池市旭志川辺の九州柳河精機㈱本社

を
し
て
い
る
。
両
車
種
の
生
産
工

場
は
九
州
で
は
な
く
愛
知
県
へ
送

ら
れ
る
た
め
、
河
口
社
長
は
「
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
の
門
前
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
」

と
笑
う
が
、
九
州
で
の
生
産
が
軌

道
に
乗
れ
ば
、
九
州
向
け
部
品
受

注
に
も
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
さ

ら
に
昨
年
か
ら
は
ダ
イ
ハ
ツ
九
州

㈱
向
け
に
部
品
生
産
を
受
注
、
今

後
は
エ
ン
ジ
ン
を
生
産
す
る
同
社

久
留
米
工
場
と
の
取
り
引
き
を
睨

ん
で
い
る
。

　

九
州
経
済
産
業
局
は
２
月
13

日
、
平
成
24
年
の
九
州
の
自
動
車

生
産
台
数
が
前
年
比
22
・
７
％
増

の
１
４
６
万
３
３
０
０
台
と
な

り
、
過
去
最
高
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
エ
コ
カ
ー
補
助
金
と
新
型
車

投
入
の
効
果
に
加
え
、
北
米
を
中

心
と
し
た
海
外
向
け
の
生
産
が
好

調
だ
っ
た
。

　

前
年
を
上
回
っ
た
の
は
３
年
連

続
で
、
伸
び
率
は
過
去
２
番
目
の

高
さ
。
全
国
の
生
産
に
占
め
る
割

合
も
14
・
７
％
と
な
り
最
高
を
更

新
し
た
。
１
９
９
３
年
の
４
％
か

ら
比
較
す
る
と
約
３
・
７
倍
に
拡

大
、
自
動
車
生
産
拠
点
と
し
て
九

州
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と

が
鮮
明
と
な
っ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
前
の

２
０
０
７
年
時
点
で
の
生
産

台
数
は
、
東
北
32
万
台
、
関
東

３
８
３
万
台
、中
部
３
９
７
万
台
、

近
畿
74
万
台
、中
国
１
５
６
万
台
、

九
州
１
１
３
万
台（
経
済
産
業
省
・

推
定
）だ
っ
た
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
機
に
目
減
り
し
た
後
、
回
復

基
調
に
な
る
が
、
超
円
高
、
そ
し

て
11
年
の
東
日
本
大
震
災
、
タ
イ

大
洪
水
、
中
国
問
題
を
経
て
、
日

本
国
内
各
地
と
海
外
販
売
先
へ
の

リ
ス
ク
分
散
化
の
動
き
が
加
速
。

ま
た
、
国
内
市
場
が
軽
自
動
車
・

小
型
車
・
ミ
ニ
バ
ン
な
ど
で
低
価

格
化
が
進
む
中
、
国
内
生
産
維
持

　
「
国
内
第
２
の
生
産
拠
点
と
し

て
、
世
界
ト
ッ
プ
の
品
質
工
場
を

目
指
す
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
。

国
内
生
産
の
６
割
を
占
め
る
生
産

拠
点
と
な
っ
た
日
産
自
動
車
九
州

㈱
、
同
じ
く
５
割
を
占
め
る
ダ
イ

ハ
ツ
九
州
㈱
の
３
大
メ
ー
カ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
基
幹
工
場
化
し
て
お

り
、
今
後
も
国
内
で
の
相
対
的
な

位
置
づ
け
は
高
く
な
る
の
は
必
至

で
し
ょ
う
」
と
福
岡
大
学
商
学
部

の
居
城
克
治
教
授
は
指
摘
す
る
。

東
北
に
関
し
て
は
「
歴
史
的
な
技

術
基
盤
の
蓄
積
が
薄
い
」
と
40
年

間
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
九
州

の
技
術
基
盤
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
圧
倒
的
に
高
い
と
い
う
。

　
「
コ
ス
ト
競
争
力
が
あ
り
、
技
術

の
熟
練
度
が
あ
る
九
州
は
、
自
動

車
産
業
の
国
内
生
産
拠
点
と
し
て

〝
最
後
の
砦
〞
に
な
る
」
と
九
州
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
評

価
、
業
界
の
行
く
末
を
予
測
す
る
。

　
「
有
名
な
ト
ヨ
タ
看
板
方
式
も

ア
ジ
ア
や
米
国
へ
行
く
と
異
質
化

し
ま
す
。日
本
で
も
近
年
は
関
東
、

愛
知
の
雇
用
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

著
し
く
ア
ジ
ア
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
比
率
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
実
は
純
日
本
型
を
維
持
し

て
い
る
の
は
九
州
な
の
で
す
。
勤

勉
で
真
面
目
な
九
州
人
の
モ
ノ
づ

く
り
の
強
さ
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
が
、
九
州
の
工
場
で
す
。
九
州

産
こ
そ
〝
本
物
の
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
〞
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
コ
ス
ト
の
数

字
だ
け
で
な
い
〝
最
後
の
砦
〞
の

背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

国
内
最
大
級
の
自
動
車
生
産
拠

点
に
成
長
し
た
九
州
。
か
つ
て
は

豊
富
で
安
価
な
労
働
力
を
背
景

に
、
モ
ノ
づ
く
り
の
「
手
足
」
の

役
割
を
果
た
し
た
。
だ
が
世
界
的

に
は
自
動
車
産
業
の
主
戦
場
が
新

興
国
に
シ
フ
ト
し
現
地
生
産
化
が

進
む
こ
と
で
、
九
州
の
生
産
拠
点

と
し
て
の
位
置
づ
け
の
低
下
も
危

惧
さ
れ
る
。「
そ
こ
で
重
要
に
な

る
の
が
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
の
醸
成
」
と

居
城
教
授
。
既
に
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
㈱
は
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設

け
、
２
５
０
人
の
部
隊
を
九
州
に

集
結
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
ダ
イ
ハ

ツ
工
業
㈱
も
「
久
留
米
開
発
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
を
表
明
、「
生

産
と
開
発
が
一
体
と
な
っ
た
」
新

た
な
開
発
体
制
を
九
州
で
構
築
す

る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
九
州
の

重
要
性
は
格
段
に
高
ま
っ
て
お

り
、
今
後
も
カ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
九

州
へ
の
〝
頭
脳
立
地
〞
が
加
速
し

そ
う
だ
。

ト
ヨ
タ
車
の
エ
ン
ジ
ン
カ
バ
ー
を
受
注

ダ
イ
ハツ
九
州
㈱
と
も
取
引
き
を
開
始

ホ
ン
ダ
向
け
ア
ル
ミ
部
品
メ
ー
カ
ー
の
九
州
柳
河
精
機
㈱

３
大
メ
ー
カ
ー
の
基
幹
工
場
に
成
長

〝
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
〞は
九
州
に
あ
り

九
州
は
国
内
生
産
の〝
最
後
の
砦
〞

加
速
す
る
熊
本
へ
の〝
頭
脳
立
地
〞

理
工
系
人
材
の
宝
庫
、豊
か
な
水
、競
争
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤

過
去
最
高
の
１
４
６
万
台
へ20

年
で
約
３・７
倍
に

九
州
の
自
動
車
生
産
台
数

　

熊
本
県
で
は
近
年
、
進
出
企
業

が
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
を
熊
本
の
生
産
拠

点
に
集
約
す
る
動
き
が
相
次
い
で

い
る
。
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
の
開

発
部
隊
を
熊
本
に
集
約
し
た
ソ

ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
熊
本
Ｔ

Ｅ
Ｃ
、
二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
を
移
管

し
た
本
田
技
研
工
業
㈱
、
太
陽
電

池
関
連
の
研
究
開
発
機
能
を
集
約

し
た
㈱
ホ
ン
ダ
ソ
ル
テ
ッ
ク
、
有

機
Ｅ
Ｌ
照
明
の
拠
点
工
場
を
熊
本

に
設
け
た
㈱
イ
ー
・
エ
ル
・
テ
ク

ノ
な
ど
と
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

熊
本
が
選
ば
れ
る
要
因
は
何

か
。
ひ
と
つ
に
は
工
場
用
地
・
設

備
な
ど
の
競
争
力
の
あ
る
イ
ン
フ

ラ
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
が
、
決
定
打
と
な
っ
た
の

は
、
下
支
え
す
る
技
術
ス
タ
ッ
フ

の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
企
業
に
対
す

る
帰
属
意
識
、
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て

高
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

人
材
に
関
し
て
は
、熊
本
大
学
、

東
海
大
学
、
崇
城
大
学
を
は
じ
め

熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
校
、
熊

本
高
等
専
門
学
校
、
工
業
系
高
校

を
合
わ
せ
る
と
毎
年
５
５
０
０
人

超
の
新
卒
者
が
誕
生
し
て
お
り
理

工
系
人
材
の
宝
庫
と
も
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、
豊
富
で
良
質
な
水
資

源
、
地
震
・
津
波
な
ど
の
自
然
災

害
リ
ス
ク
の
低
さ
、
都
市
と
自
然

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
環
境

も
魅
力
だ
。ま
た
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
制
度
で
も
補
助
額
を
最
高
50
億

円
ま
で
引
き
上
げ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
総
開
発
面
積
約
23
ｈ
ａ

（
有
効
面
積
約
15
・
４
ｈ
ａ
）
の

工
業
用
地「
菊
池
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」

（
菊
池
市
旭
志
川
辺
）
の
分
譲
も

開
始
す
る
。
豊
富
な
地

下
水
は
１
日
当
た
り

４
３
０
０
ト
ン
を
使

用
で
き
ア
ク
セ
ス
も

高
速
イ
ン
タ
ー
か
ら

16
㎞
、
熊
本
空
港
か
ら

12
㎞
と
好
条
件
に
位

置
し
、
周
辺
に
は
半
導

体
関
連
、
自
動
車
関
連

の
生
産
拠
点
が
数
多

く
立
地
し
て
い
る
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
「
日
本
で
一
番
〝
幸

せ
を
感
じ
る
県
〞
熊

本
」
を
目
指
し
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
」
と

蒲
島
郁
夫
知
事
は
昨

年
末
、
名
古
屋
市
内

で
開
催
さ
れ
た
熊
本

県
自
動
車
産
業
関
連

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

で
業
界
関
係
者
ら
に

対
し
、
上
記
の
内
容
で

進
出
企
業
の
受
け
皿
と
し
て
の
熊

本
県
を
ア
ピ
ー
ル
。
そ
し
て
最
後

に
「
ホ
ッ
プ
（
九
州
新
幹
線
開
業
）

ス
テ
ッ
プ
（
熊
本
市
の
政
令
市

化
）、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
プ
（
九
州

の
州
都
）
を
熊
本
は
目
指
し
て
い

ま
す
。
い
つ
の
日
か
州
都
と
な
っ

た
熊
本
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
締

め
括
っ
た
。

名古屋市で開催された「自動車関連企業立地セミナー」で
「熊本の魅力」について講演する蒲島郁夫熊本県知事

■九州における自動車生産台数の推移
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Epochal Yearly News
「
熊
本
港
」

活
発
な
動
き
！

2013エポカルニュース

▲有明工業用水　上の原浄水場（玉名市）

▲八代工業用水取水口　球磨川新遥拝堰（八代市）

2013 EPOCHAL NEWS2013 EPOCHAL NEWS

平
成
24
年
度

　
「
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
」業
務
は
、従
来
、県
の
土
木
部
港
湾
課
が
担
当
し
て
お
り
ま
し

た
が
、県
で
は
、平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
を
行
い
、当
該
業
務
に
つ
い

て
、企
業
誘
致
等
を
所
管
す
る
商
工
観
光
労
働
部
新
産
業
振
興
局
企
業
立
地
課
へ

移
管
し
、新
た
に「
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
推
進
室
」と
い
う
課
内
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、熊
本
港
に
係
る
活
発
な
動
き
を
御
紹
介
し
ま
す
。

有明工業用水道 八代工業用水道 苓北工業用水道
水　　源 菊池川 球磨川 都呂々川
給水区域 荒尾市、長洲町 八代市 苓北町
給水開始 昭和50年6月 昭和52月4月 平成5年8月
給水能力 33,860㎥／日 27,300㎥／日 7,200㎥／日

給水余力（H25.1.1現在） 20,416㎥／日 18,148㎥／日 140㎥／日

給水料金
基本料金 50円／㎥ 35円／㎥ 50円／㎥
超過料金 100円／㎥ 70円／㎥ 100円／㎥

水　　質
（H23平均）

水　　温 17.5℃ 16.9℃ 15.9℃
濁　　度 1.0度 0.3度 1.2度

水素イオン濃度（PH） 7.4 7.3 7.7

　

熊
本
港
の
利
用
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る

問
題
の
１
つ
が「
リ
ー
ド
タ
イ
ム
」で
あ
る
。

熊
本
港
に
は
、国
際
定
期
航
路
は
週
1
便

（
月
曜
日
）し
か
運
航
し
て
お
ら
ず
、顧
客

は
納
期
に
よ
っ
て
は
、便
数
が
多
い
他
県
港

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、平
成
24
年
7
月
に
蒲
島
知
事

自
ら
が
熊
本
港
〜
釜
山
港
の
定
期
航
路

を
運
航
す
る
高
麗
海
運
株
式
会
社
の
本
社

（
ソ
ウ
ル
）を
訪
問
し
、増
便
を
求
め
る
な

ど
、積
極
的
に
要
望
活
動
を
実
施
。

　

そ
の
結
果
、

平
成
24
年
12

月
14
日（
金
）

熊
本
港
に
待
望

の「
2
便
目
」

の
就
航
が
実
現

し
、毎
週
月
、金

に
運
航
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、熊
本
港
を
利
用

し
た
物
流
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
縮
し
、利

便
性
が
向
上
し
た
。

　

熊
本
港
は
海
外
に
お
い
て
知
名
度
が
非
常

に
低
い
。ま
た
、熊
本
港
の
貨
物
取
扱
量
の

増
加
に
は
、日
本
か
ら
、ま
た
、海
外
か
ら
、双

方
向
の
輸
出
入
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、高
麗
海
運
㈱
に
よ
る
熊
本
港
〜

釜
山
港
の
定
期
航
路
の
2
便
化
を
契
機
に
、

韓
国
に
お
け
る
熊
本
港
の
知
名
度
を
向
上

さ
せ
、熊
本
港
の
更
な
る
利
用
促
進
、貨
物

取
扱
量
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、韓
国・ソ
ウ
ル
に
お
い
て
、熊
本
県
、熊
本

ポートセールス推進室では、「物流」という切り口から誘致企業の皆様にお役に立てるよう、貨物に係る補助金による物流コストカットをはじめ、様 な々
ニーズに応える努力をして参ります。港の利用に関し、御質問等ございましたら、お気軽にお尋ねください。ポートセールス推進室電話番号：096-333-2514

市
及
び
熊
本
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
協
議
会

と
と
も
に
は
じ
め
て
熊
本
港
の
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、韓
国
企
業
の
荷
主
等

が
参
加
し
、「
熊

本
港
を
は
じ
め
て

知
っ
た
」、「
利
用

を
検
討
し
た
い
。」

な
ど
、好
評
を
博

し
た
。

■
熊
本
港
に「
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
」設
置
！

■
熊
本
港
に
待
望
の「
2
便
目
」就
航
！

■
韓
国・ソ
ウ
ル
に
お
い
て「
熊
本
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
！

平
成
24
年
10
月
29
日（
月
）

平
成
24
年
12
月
14
日
（
金
）

平
成
25
年
1
月
18
日
（
金
）

　

熊
本
港
に
は
、従
来
、ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
し

か
配
置
さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
、振
動
に
弱

い
精
密
機
器
を
は
じ
め
、慎
重
な
荷
役
が
必

要
と
な
る
貨
物
の
取
扱
い
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、清
水
港
の
機
能
再
編
で
不
要
と

な
っ
た
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

を
購
入
。

　

平
成
24
年
10
月
29
日（
月
）

に「
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
」

完
成
記
念
式
典
を
開
催
し
、

同
日
か
ら
供
用
開
始
。こ
れ
に

よ
り
、荷
役
の
効
率
性
と
安

定
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。

ソウルでの熊本港ポートセミナーの様子

　

熊
本
県
の
工
業
用
水
道
事
業
は
、
昭
和
39

年
、
国
の
「
不
知
火
、
有
明
、
大
牟
田
地
区

新
産
業
都
市
基
本
計
画
」
の
決
定
及
び
、
昭

和
40
年
、
本
県
の
工
業
用
水
道
整
備
計
画
の

決
定
に
よ
り
整
備
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
業
用
水
は
、
製
品
の
洗
浄
用
水
、
機
械

の
冷
却
水
、
容
器
の
洗
浄
や
工
場
内
部
の
清

掃
用
な
ど
、
生
産
過
程
を
は
じ
め
様
々
な
用

途
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
事
業
所
に
は
欠
か

せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

本
県
で
は
有
明
工
業
用
水
道
事
業
、
八
代

工
業
用
水
道
事
業
、
苓
北
工
業
用
水
道
事
業

の
３
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
7
月
か
ら
は
、工
場
の
新
設
や
増

設
に
伴
い
、有
明
又
は
八
代
工
業
用
水
を
利
用
さ

れ
る
企
業（
※
）に
対
し
て
、10
年
間
の
工
業
用
水

料
金
が
有
明
工
業
用
水
で
実
質
７
．５
円/

㎥（
税

抜
）、八
代
工
業
用
水
で
実
質
８
．７
５
円/

㎥（
税

抜
）と
な
る
優
遇
措
置
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
場
の
新
設
、増
設
に
際
し
ま
し
て
は
、是

非
工
業
用
水
の
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
） 日
本
標
準
産
業
分
類
に
掲
げ
る
製
造
業
。新
た

に
立
地
す
る
誘
致
企
業
及
び
既
に
立
地
し
て
い

る
企
業
で
、新
増
設
に
あ
た
り
、投
資
額
３
億
円
、

新
規
雇
用
10
人
以
上
を
満
た
す
企
業
。

　

各
工
業
用
水
は
、上
水
道
に
比
べ
て
安
価
な

上
、上
水
道
並
み
の
濁
度
ま
で
浄
水（
苓
北
を

除
く
）し
た
上
で
、企
業
に
送
水
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、自
家
用
ろ
過
装
置
等
に
よ
る
処
理

を
加
え
る
こ
と
で
飲
用
に
適
し
た
水
に
な
り
ま

す
の
で
、食
品
原
料
や
工
場
内
の
飲
料
水
等
、

様
々
な
方
面
で
ご
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
に
は
、食
品
の
原
料
と
し
て
工
業
用
水

を
浄
水
処
理
し
て
使
用
し
て
い
る
企
業
は
多

く
、水
そ
の
も
の
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

「
酒
類
」、「
清
涼
飲
料
」の
ほ
か
、「
冷
凍
食

品
」や「
調
味
料
」な
ど
、幅
広
い
商
品
に
工
業

用
水
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
企
業
局
で
は
、工
業
用
水
の
様
々
な

用
途
で
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、浄
水
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
経
済
性
に
優
れ

た
工
業
用
水
の
活
用
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、製
造
業
以
外
に
も
、雑
用
水
と
し
て

工
業
用
途
以
外
の
用
途（
例
：
ビ
ル
や
シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
冷
暖
房
や
清
掃
、ト
イ
レ

用
水
、緑
地
や
公
園
、ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
散
水

用
水
、自
動
車
や
ト
ラ
ッ
ク
、バ
ス
等
の
洗
車
用

水
）で
の
供
給
も
可
能
で
す
。 

　

興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、左
記
の
熊
本
県
企
業
局
総
務
経
営
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
工
業
用
水
道
事
業
の
概
要

■ 

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
工
業
用
水
道
料
金
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
し
た

■ 

工
業
用
水
は
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

熊
本
県
企
業
局
総
務
経
営
課

•
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L 

0
9
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3
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5
9
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熊
本
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業
用
水
道
の
ご
紹
介
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渡
勝
部 WATANABE

KATSUSHI

資

本田技研工業㈱熊本製作所
所長

１
９
７
６
年
に
操
業
を
開
始
し
た
本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所

（
熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
）
は
、
２
０
０
８
年
４
月
に
二
輪
新
工
場
を

建
設
、
浜
松
製
作
所
な
ど
で
生
産
し
て
い
た
中
・
大
型
二
輪
車
の
生
産

移
管
を
完
了
し
、
Ｈｏｎ
ｄａ
国
内
唯
一の
二
輪
車
生
産
拠
点
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
直
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
の
影
響
を
受
け
二
輪
車
の
需
要
が
低

迷
、
稼
働
率
の
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
海
外
工
場
と
競

争
し
て
も
勝
て
る
工
場
を
目
指
し
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
機
能
の
熊
本
移
管
を

実
施
、「
開
発
と
生
産
の一
体
化
」
に
よ
り
そ
の
成
果
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
期
経
営
計
画
で
は
、「
生
産
体
質
」「
調
達
構
造
」

「
要
員
構
造
」
の
３
大
改
革
を
実
施
、
そ
の
国
際
競
争
力
に
磨
き
を
か

け
る
。
渡
部
所
長
に
取
組
み
の
狙
い
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

３大構造改革で「海外の生産拠点と真向勝負！」

あらたに二輪の開発機能を集約し
国際競争力を強化

リ
ー
マ
ン
、大
震
災
、

タ
イ
洪
水
と
激
動
の
５
年

中
大
型
二
輪
車
の
生
産
拠
点
と
し
て
再
編

―
浜
松
か
ら
二
輪
の
生
産
拠
点
を
移
管
集
約

さ
れ
て
か
ら
５
年
、
こ
の
間
の
熊
本
製
作
所

の
変
遷
に
つ
い
て
。

渡
部　

５
年
前
に
浜
松
か
ら
熊
本
へ
二
輪
製

造
拠
点
を
集
約
し
た
時
に
、
47
万
台
規
模
の

工
場
と
し
て
再
編
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
稼

働
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
９
月
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
そ
の
47
万
台
生
産
計
画
が
崩

れ
、
さ
ら
に
超
円
高
と
そ
の
後
の
東
日
本
大

震
災
、
そ
し
て
タ
イ
洪
水
と
激
変
し
た
こ
の

５
年
間
で
し
た
。
当
初
は
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

（
小
型
二
輪
）
か
ら
大
型
ま
で
一
貫
し
て
こ

こ
で
生
産
す
る
た
め
に
浜
松
か
ら
生
産
拠
点

を
移
管
し
た
の
で
す
が
、
円
高
の
為
替
影
響

と
日
米
欧
の
景
気
低
迷
で
出
荷
台
数
が
低
迷

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の

小
型
車
は
日
本
で
生
産
し
て
も
国
際
競
争
力

が
な
い
事
か
ら
、
中
国
や
タ
イ
な
ど
、
海
外

へ
機
種
の
生
産
を
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
熊
本
製
作
所
は
20
万
台
規
模
へ

徐
々
に
減
産
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ

ス
ト
競
争
力
を
付
け
る
た
め
に
生
産
体
質
改

革
、
調
達
構
造
改
革
、
要
員
構
造
改
革
の
３

大
改
革
を
実
施
し
、
コ
ス
ト
低
減
技
術
を
追

求
し
な
が
ら
な
ん
と
か
20
万
台
ベ
ー
ス
を
維

持
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
熊
本
製
作
所

と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
、
広
い
意
味
で
言

え
ば
、
日
本
に
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
残
す

た
め
に
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

が
重
要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
こ
の
熊
本
製
作

所
は
二
輪
事
業
の
「
世
界
の
マ
ザ
ー
工
場
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、現
実
は
大
変
難
し
く
、

コ
ス
ト
、
技
術
、
事
業
の
全
て
の
面
で
海
外

の
生
産
拠
点
と
真
向
勝
負
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ザ
ー
工
場
だ

か
ら
コ
ス
ト
高
で
も
生
産
し
続
け
て
い
い
と

い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　埼
玉・朝
霞
か
ら
２
２
０
人
異
動
、

二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
機
能
を

熊
本
へ
シ
フ
ト

―
本
田
技
術
研
究
所
二
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

熊
本
移
管
の
狙
い
と
現
況
に
つ
い
て
。　

渡
部　

特
に
熊
本
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
技
術
の
進
化
、
事
業
の
進
化
、
そ

れ
と
人
材
育
成
で
す
。
技
術
は
他
社
に
対
し

て
常
に
優
位
性
を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
技
術
で
も
、
他
社

に
対
し
て
常
に
先
行
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す
。
新
機
種
の
立
ち
上
げ
方
、
生

産
の
進
め
方
な
ど
、
多
面
的
に
進
化
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
外
の
生
産
拠
点
に
は

研
究
所
が
そ
れ
ぞ
れ
近
く
に
あ
り
、
い
ち
早

く
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
組
み
込
む
体
制
が

で
き
て
い
ま
す
が
、
国
内
は
ど
う
か
。
こ
れ

ま
で
は
、
二
輪
の
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
は
、
す
べ
て

本
田
技
術
研
究
所
の
朝
霞
（
埼
玉
県
）
が
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
物
理
的
に
も

心
理
的
に
も
遠
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ
で
、

生
産
部
門
と
研
究
開
発
部
門
が
一
体
と
な
っ

て
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
結
果
、

同
研
究
所
の
分
室
が
、
２
年
前
に
熊
本
製
作

所
に
設
け
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
に
は
約

40
人
、
そ
し
て
昨
年
10
月
に
約
２
２
０
人
の

開
発
部
隊
が
こ
の
熊
本
に
移
管
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
春
か
ら
は
さ
ら
に
増
員
す
る
予
定

で
す
。

　

事
業
の
進
化
と
い
う
の
は
、
仕
事
の
進
め

方
の
進
化
で
あ
り
、
や
り
方
を
変
え
て
、
大

幅
に
ス
ピ
ー
ド
を
ア
ッ
プ
し
て
、
コ
ス
ト
削

減
を
図
り
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
。
そ
こ

で
付
加
価
値
が
高
く
、
商
品
競
争
力
の
高
い

中
大
型
二
輪
車
の
設
計
・
開
発
か
ら
生
産
ま

で
の
全
て
を
一
貫
し
て
や
る
と
い
う
選
択
を

し
た
わ
け
で
す
。

　

人
材
育
成
と
い
う
の
は
、
熊
本
製
作
所
の

ス
タ
ッ
フ
と
Ｒ
＆
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
互
い

に
技
術
交
流
を
し
て
熊
本
製
作
所
の
ス
タ
ッ

フ
の
技
術
力
を
ア
ッ
プ
し
、
逆
に
Ｒ
＆
Ｄ
の

トップに聞く
interview

interviewTOP

中大型二輪車が中心となる熊本製作所の生産ライン

GL1800ゴールドウイングに跨る渡部勝資所長
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ス
タ
ッ
フ
は
生
産
現
場
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り

ま
す
の
で
、
製
品
の
造
り
方
を
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
り
、
仕
事

も
し
く
は
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
観
点
で
「
進
化
」
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
様
々
な
業
務

に
お
い
て
書
面
で
資
料
を
作
成
し
、
そ
れ
を

Ｒ
＆
Ｄ
と
生
産
現
場
が
や
り
と
り
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
非
常
に
時
間
が
掛
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
現
物
を
目
の
前
に
お

互
い
が
や
り
と
り
す
れ
ば
即
決
で
き
ま
す

し
、
特
に
熊
本
製
作
所
に
は
敷
地
内
に
テ
ス

ト
コ
ー
ス
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
オ
ン

ロ
ー
ド
と
オ
フ
ロ
ー
ド
の
コ
ー
ス
を
Ｒ
＆
Ｄ

の
ス
タ
ッ
フ
が
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
で
す
。
朝
霞
研
究
所
だ
と
オ
ー

ト
バ
イ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
、
栃
木
な
ど

の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
ま
で
運
び
テ
ス
ト
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
格
段
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
で
す
。よ
く
よ
く
考
え
る
と
、も
っ

と
早
く
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
よ
。
そ
れ
も
ホ
ン
ダ
の
発
祥
の
地
で
あ
る

浜
松
か
ら
二
輪
の
生
産
拠
点
を
熊
本
に
移
管

集
約
す
る
と
い
う
決
断
を
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
回
の
研
究
所
移
管
も
実
現
で
き
た
わ
け
で

す
。

―
転
勤
者
の
方
々
の
熊
本
勤
務
の
感
想
は
。

渡
部　

九
州
出
身
者
も
い
ま
す
の
で
願
っ
た

り
叶
っ
た
り
と
い
う
方
も
い
ま
す
ね
。
熊
本

は
食
住
環
境
が
と
て
も
い
い
で
す
か
ら
。
中

に
は
昨
年
10
月
に
転
勤
し
て
き
て
、
年
明
け

に
は
戸
建
て
を
購
入
し
た
と
い
う
社
員
も
い

ま
す
よ
。

―
現
在
の
熊
本
製
作
所
の
従
業
員
数
は
。

渡
部　

３
０
０
０
人
強
で
す
ね
。

　
ニ
ュ
ー
ミ
ッ
ド
コ
ン
セ
プ
ト
車

「
Ｎ
Ｃ
７
０
０
」シ
リ
ー
ズ
を

市
場
投
入

―
小
型
系
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
頃
は
、
海

外
へ
の
人
材
支
援
も
積
極
的
で
し
た
ね
。

渡
部　

現
在
も
そ
の
体
制
は
か
わ
り
ま
せ

ん
。
常
に
１
０
０
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
現

在
も
海
外
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
よ
。

―
現
在
の
生
産
品
目
と
生
産
状
況
は
。

渡
部　

主
力
は
中
大
型
二
輪
車
。
次
に
汎
用

製
品
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

と
電
動
カ
ー
ト
の
モ
ン
パ
ル
で
す
。
熊
本
製

作
所
が
生
産
を
手
掛
け
る
中
大
型
二
輪
車

の
中
で
も
、
米
国
工
場
か
ら
生
産
を
移
管

し
た
「
Ｇ
Ｌ
１
８
０
０
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

グ
」
は
排
気
量
１
８
３
２
㏄
、
ホ
ン
ダ
大
型

二
輪
車
の
最
高
峰
で
す
。
部
品
や
生
産
体
制

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も
３
割

程
度
価
格
を
抑
え
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
昨
春
に
は
新
機
種
の
中
型
二
輪
車
「
Ｎ

Ｃ
７
０
０
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
、
優
れ
た

操
作
性
と
燃
費
性
能
を
両
立
し
た
「
ニ
ュ
ー

ミ
ッ
ド
コ
ン
セ
プ
ト
車
」
と
し
て
ま
ず
ま
ず

の
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。

―
中
大
型
二
輪
車
の
年
間
生
産
台
数
は
。

渡
部　

20
万
台
弱
。
こ
れ
は
国
内
市
場
の
約

50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
型
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
を
含
め
た
当
社
の
世
界
市
場
か

ら
言
う
と
１
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

生
産
体
質
、調
達
構
造
、

要
員
構
造
の
３
大
改
革
を
実
施

―
来
期
が
中
期
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
で

す
が
、
最
終
の
数
値
目
標
は
。

渡
部　

15
％
の
コ
ス
ト
削
減
。
こ
れ
は
必
達

目
標
で
す
。
先
程
述
べ
ま
し
た
３
大
構
造
改

革
で
す
が
、
生
産
体
質
改
革
は
生
産
規
模
に

合
っ
た
ラ
イ
ン
体
制
つ
く
り
、
調
達
構
造

改
革
で
は
昨
年
立
ち
上
げ
た
新
車
種
Ｎ
Ｃ

７
０
０
の
海
外
調
達
部
品
比
率
が
40
％
に
達

し
、
要
員
構
造
改
革
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
各
事

業
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
熊
本
製
作
所
の
事

業
内
容
に
応
じ
た
構
造
改
革
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

―
地
元
で
の
協
力
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

ち
ら
で
の
調
達
率
は
い
か
が
で
す
か
。

渡
部　

九
州
地
区
に
は
熊
輪
会
と
い
う
協
力

会
社
組
織
が
あ
り
、
調
達
率
で
は
ダ
ウ
ン
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
特
に
技
術
面
で
の
コ
ス
ト

削
減
努
力
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
我
々
も

お
互
い
に
研
究
を
重
ね
な
が
ら
新
し
い
手
法

を
開
発
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
実
は
海

外
と
の
コ
ス
ト
競
争
に
な
り
ま
す
が
、
国
内

企
業
に
は
ま
だ
十
分
な
競
争
力
が
あ
り
ま

す
。

―
熊
本
製
作
所
の
主
力
が
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
か

ら
近
年
は
中
大
型
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
ラ
イ
ン
対
応
は
協
力
会
社
に
も
で
き
て
い

る
の
で
す
か
。

渡
部　

小
型
か
ら
中
大
型
へ
対
応
頂
い
て
お

り
、
こ
の
領
域
の
技
術
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

る
と
実
は
四
輪
へ
も
活
か
さ
れ
て
く
る
の
で

す
。
一
部
の
メ
ー
カ
ー
は
実
際
に
四
輪
の
仕

事
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
九

州
に
進
出
し
て
き
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
も
、
地
元
調
達
が
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

―
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
の
高
ま
り
で
リ
ス
ク
分
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散
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

渡
部　

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
で
今
、
最
も
多
い

生
産
地
は
４
０
０
万
台
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
す
。
次
が
２
４
０
万
台
の
イ
ン
ド
、

１
６
０
万
台
の
ベ
ト
ナ
ム
、
１
５
０
万
台
の

タ
イ
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
順
番
で
、
中
国
は
合

弁
会
社
の
２
社
の
合
計
で
１
５
０
万
台
で
す

か
ら
、
中
国
の
シ
ェ
ア
は
そ
う
高
く
な
い
で

す
ね
。

―
今
後
の
趨
勢
は
ど
う
変
化
し
ま
す
か
。

渡
部　

設
備
投
資
な
ど
に
よ
る
増
産
は
、
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
で
現
在

実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
タ
イ
で
も
着
工
し

て
い
き
ま
す
。
生
産
台
数
と
し
て
今
後
伸
び

る
の
は
イ
ン
ド
で
し
ょ
う
ね
。
人
口
も
ケ
タ

違
い
で
す
か
ら
。
ま
た
イ
ン
ド
で
は
、
当
時

の
合
弁
会
社
を
解
消
後
、
当
社
の
直
販
体
制

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
今
年
１
２
０
万
台
の
工

場
も
立
ち
上
が
り
ま
す
か
ら
生
産
体
制
も
急

ピ
ッ
チ
で
整
っ
て
い
ま
す
。
４
０
０
万
台
も

射
程
圏
に
な
り
ま
す
よ
。

大
切
な
の
は

技
術
を
進
化
さ
せ
る
こ
と

―
熊
本
製
作
所
は
中
大
型
二
輪
車
な
ど
の
付

加
価
値
の
高
い
製
品
が
主
力
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
海
外
の
生
産
拠
点
と
の
差

別
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

渡
部　

や
は
り
技
術
力
で
す
。
今
あ
る
技
術

を
伝
承
す
る
こ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
実
施
で
き
ま
す

が
、重
要
な
の
は
攻
め
て
い
く
技
術
で
あ
り
、
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身。78年広島大学工学部卒、本田技研工業㈱浜松製作所入社。
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96年同機種企画ブロックリーダー、99年ホンダ・オブ・ア
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Profile

そ
の
技
術
を
進
化
さ
せ
る
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
実
現
が
海
外
と
の
差
別
化
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
日
本
に
は
そ
の
土
壌
が
山
の
よ

う
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使

わ
な
い
手
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
も
、
今
回

の
Ｒ
＆
Ｄ
機
能
の
移
管
は
そ
れ
を
具
現
化
し

て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
す
。

―
為
替
相
場
は
円
安
が
進
行
し
て
い
ま
す

が
。

渡
部　

円
安
は
歓
迎
で
す
。
こ
れ
ま
で
が
異

常
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
妥
当
な
水
準
は

95
円
〜
１
０
０
円
で
し
ょ
う
。

―
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
高
騰
し
て

い
ま
す
ね
。

渡
部　

こ
の
電
力
料
金
の
値
上
げ
は
ボ
デ
ィ

【企業データ】

ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
き
ま
す
。
コ
ス
ト

削
減
の
努
力
は
極
限
ま
で
や
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
熊
本
県
と
の
Ｅ
Ｖ
実
証
実
験
な
ど
積
極
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

渡
部　

電
動
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
南
阿
蘇

村
で
観
光
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
取
組
ん
で
頂
い
て
お
り
、
電
動

カ
ー
ト
に
つ
い
て
も
高
齢
者
施
設
や
中
心
商

店
街
な
ど
で
実
証
実
験
を
や
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
高
齢
者
施
設
で
電
動
カ
ー
ト
「
モ
ン
パ

ル
」
を
利
用
さ
れ
た
方
は
、
と
て
も
明
る
く

元
気
に
な
ら
れ
た
と
い
う
報
告
も
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
様
な
実
証
実
験
を
通
じ
て

当
社
の
製
品
の
利
活
用
の
幅
が
広
が
る
と
う

れ
し
い
で
す
ね
。

interviewTOP
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Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
成
長
市
場
は

東
南
ア
ジ
ア
、中
東
、ア
フ
リ
カ

―
今
年
の
市
況
環
境
の
見
通
し
は
。

坂
本　

先
は
読
み
に
く
い
状
況
で
す
が
、
米

国
の
「
財
政
の
崖
」
は
急
場
を
凌
ぎ
、
南
欧

の
信
用
不
安
も
な
ん
と
か
落
ち
着
い
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
欧
米
経
済
市
況
の
底
は
突
き

つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
徐
々
に

回
復
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
で

す
。

―
国
内
で
は
自
民
党
政
権
に
代
わ
り
、
株
価

の
上
昇
や
円
安
基
調
の
為
替
相
場
へ
と
ガ
ラ

リ
と
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

坂
本　

現
在
は
期
待
先
行
と
い
う
形
で
、
こ

れ
が
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
に
な
る
に
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

―
適
正
な
為
替
レ
ー
ト
は
。

坂
本　

１
０
０
円
〜
１
１
０
円
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
円
安

に
な
る
と
原
材
料
費
に
は
ね
返
っ
て
き
ま

す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

―
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
（
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
の
世
界
市
場
の
変

化
は
。

坂
本　

液
晶
の
分
野
で
は
、
先
進

国
に
は
ほ
ぼ
行
き
渡
り
成
熟
市
場

の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
新

興
の
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ

リ
カ
市
場
の
成
長
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

―
中
国
市
場
の
今
後
は
。

坂
本　

見
え
に
く
い
で
す
ね
。
確

か
に
一
時
期
よ
り
は
成
長
ス
ピ
ー

ド
が
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
引
き

続
き
伸
び
て
い
ま
す
し
、
画
面
サ

イ
ズ
も
大
型
化
し
て
お
り
、
有
望

な
市
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
国
で
は

２
０
１
４
年
以
降
に
ア
ナ
ロ
グ
停

波
が
本
格
化
し
て
い
く
見
通
し

で
、
再
度
需
要
の
成
長
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
中
で
も
中
国
、
イ
ン
ド
は
双
壁
で

す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
い
わ
ゆ
る
Ⅴ
Ｉ
Ｐ
（
ビ
ッ
プ
）
と

い
わ
れ
る
新
興
国
、
こ
の
地
域
の
人
口
も

５
億
人
に
迫
り
ま
す
の
で
大
き
い
市
場
で

す
。

世
界
シ
ェ
ア
の

７
割
強
を
占
め
る「
フ
ジ
タ
ッ
ク
」

―
液
晶
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば

し
て
い
る
の
は
サ
ム
ソ
ン
や
Ｌ
Ｇ
な
ど
韓
国

の
メ
ー
カ
ー
で
す
ね
。
ソ
ニ
ー
や
シ
ャ
ー
プ

な
ど
の
国
内
メ
ー
カ
ー
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
サ
ム
ソ
ン
や
Ｌ
Ｇ
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の

部
材
に
も
御
社
の
製
品
は
採
用
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。

坂
本　

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
用
フ
ィ
ル
ム
の
主

要
部
材
は
富
士
フ
イ
ル
ム
が
世
界
市
場
の

70
％
強
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
社
他
が
30
％
弱
と
国
内
勢
で
ほ
ぼ

市
場
を
独
占
し
て
い
る
状
態
で
す
。し
か
し
、

こ
の
市
場
も
黎
明
期
を
過
ぎ
、
成
長
期
か
ら

成
熟
期
へ
移
行
し
て
い
る
段
階
で
、
近
年
で

は
韓
国
や
台
湾
が
国
策
と
し
て
自
国
製
品
の

採
用
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
油
断
は

で
き
な
い
状
況
で
す
。
キ
ー
と
な
る
技
術
は

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
製
造
業
は
空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
も

こ
の
お
家
芸
、
そ
の
強
み
だ
け
は
流
出
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

―
国
内
家
電
メ
ー
カ
ー
の
起
死
回
生
の
可
能

性
は
。

坂
本　

先
の
米
国
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｓ

（
セ
ス
）（
＊
１
）
で
４
Ｋ
（
＊
２
）
な
ど
の

超
大
型
高
精
細
Ｔ
Ｖ
、
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
メ

デ
ィ
ア
な
ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の

技
術
力
の
付
加
価
値
を
生
か
せ
る
分
野
で
、

強
み
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
大
画
面
化
と
小
型
化
の
２
極
化

―
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
製
品
別
の
市
場
動
向
は
。

坂
本　

こ
れ
ま
で
は
32
イ
ン
チ
が
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
で
し
た
が
、
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
は

38
イ
ン
チ
か
ら
42
イ
ン
チ
を
増
や
し
て
い
く

計
画
で
、
さ
ら
に
50
イ
ン
チ
以
上
へ
の
大
画

面
化
、
さ
ら
に
高
精
細
化
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
（
携
帯
型
情
報
端
末
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）
な
ど
の
中
小
型
市

場
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。
大
き
く
言
え

ば
二
極
化
の
流
れ
で
す
ね
。

Ｖ
Ａ
用
超
広
幅
の
第
８
ラ
イ
ン
が

稼
働
、薄
膜
化
も
進
行

―
そ
う
し
た
市
況
環
境
で
今
回
は
１
５
０
億

円
を
投
じ
た
Ｆ
Ｐ
Ｄ
用
偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル

ム
（
超
広
幅
「
フ
ジ
タ
ッ
ク
」）
製
造
の
第

坂
敏

本 S A KA M OTO
S ATO S H I

富士フイルム九州㈱ 社長

富
士
フ
イ
ル
ム
㈱
の
重
点
成
長
事
業
で
あ
る

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
事
業
の

主
要
製
品
「
フ
ジ
タ
ッ
ク
」。
世
界
シ
ェ
ア
の

７
割
強
を
占
め
る
同
製
品
の
中
核
拠
点
と
し
て

熊
本
県
菊
陽
町
で
２
０
０
６
年
10
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
㈱
。
世
界
的
に

伸
長
す
る
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
需
要
拡
大
に

対
応
し
生
産
能
力
を
増
強
。
１
月
に
は
大
型
液

晶
テ
レ
ビ
に
使
用
さ
れ
る
「
超
広
幅
フ
ジ
タ
ッ

ク
」
を
生
産
す
る
第
４
工
場
第
８
ラ
イ
ン
を
稼

働
、
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｖ
Ａ
用
フ
ィ

ル
ム
を
製
造
。
さ
ら
に
３
月
か
ら
は
第
７
ラ

イ
ン
も
稼
働
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
用
フ
ィ
ル
ム
、
プ
レ
ー

ン
タ
ッ
ク
の
製
造
を
開
始
し
た
。
第
４
工
場

は
、
生
産
工
程
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
活
用

を
追
求
し
、
新
た
に
増
設
し
た
天
然
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
に
よ
る
自
家
発
電
の

電
力
で
稼
働
す
る
最
先
端
の
工
場
と
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
期
待
を
担
っ
て
い
る
。

液晶ディスプレイのフラットパネル用フィルムの量産拠点
超広幅フジタック第４工場が稼働

トップに聞く
interview

interviewTOP

第４工場（右端）竣工時の完成予想図
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４
工
場
第
８
ラ
イ
ン
が
１
月
か
ら
稼
働
し
て

い
ま
す
ね
。

坂
本　

第
８
ラ
イ
ン
は
テ
レ
ビ
用
に
特
化
し

た
ラ
イ
ン
で
１
０
０
イ
ン
チ
サ
イ
ズ
ま
で
対

応
可
能
で
す
。
液
晶
用
に
は
Ｔ
Ｎ
、Ｉ
Ｐ
Ｓ
、

Ｖ
Ａ
の
各
モ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
が
、
大
型
サ

イ
ズ
が
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
Ｖ
Ａ
、
中
で
も
大
型
の
液

晶
テ
レ
ビ
向
け
で
は
現
在
Ｖ
Ａ
モ
ー
ド
が
主

流
で
す
。
こ
の
Ｖ
Ａ
モ
ー
ド
を
対
象
に
し
た

ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
今
回
の
設
備
投
資
で
、
こ
れ
ま
で
の
熊
本

工
場
へ
の
総
投
資
額
は
１
５
６
０
億
円
に
な

り
ま
す
ね
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
富
士
フ
イ
ル

ム
九
州
の
位
置
づ
け
は
。

坂
本　

Ｆ
Ｐ
Ｄ
用
偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル
ム

「
フ
ジ
タ
ッ
ク
」
は
、
熊
本
の
ほ
か
、
神
奈

川
県
の
神
奈
川
工
場
足
柄
サ
イ
ト
、
静
岡
県

の
富
士
フ
イ
ル
ム
オ
プ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
）
の
３
工
場
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

足
柄
サ
イ
ト
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
は
中
小
型
の
製
品
へ

の
対
応
も
図
っ
て
い
ま
す
。
元
々
、
足
柄
サ

イ
ト
は
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
新
製
品
の
開
発

を
主
体
に
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
熊
本
は

そ
の
量
産
工
場
、
今
回
の
ラ
イ
ン
増
設
で

１
０
０
イ
ン
チ
サ
イ
ズ
ま
で
対
応
可
能
な
大

型
化
対
応
の
工
場
と
な
り
、「
フ
ジ
タ
ッ
ク
」

の
生
産
品
の
55
％
（
超
広
幅
化
率
35
％
）
を

占
め
る
生
産
拠
点
と
な
る
わ
け
で
す
。
テ
レ

ビ
向
け
の
プ
レ
ー
ン
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
従
来
80
μ
ｍ

が
主
流
で
し
た
が
、
60
μ
ｍ
へ
の
移
行
が
進

ん
で
お
り
、
更
に
40
μ
ｍ
へ
の
移
行
を
踏
ま

え
て
熊
本
の
第
８
ラ
イ
ン
で
も
40
μ
ｍ
ま
で

の
生
産
に
対
応
し
ま
す
。
足
柄
と
Ｆ
Ｏ
Ｍ
の

超
広
幅
対
応
以
外
の
ラ
イ
ン
で
は
、
薄
物
用

（
25
μ
ｍ
）な
ど
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
へ
の
対
応
も
強
化
し
て
い
ま

す
。
薄
型
化
は
技
術
的
に
も
難
し
く
、
さ
ら

に
低
価
格
化
の
要
求
も
強
ま
り
ま
す
か
ら
、

さ
ら
な
る
研
究
と
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

生
産
効
率
向
上
に
む
け

体
制
強
化

―
富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
の
今
後
の
体
制
・
展

望
は
。

坂
本　

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
は
現
在
約
３
０
０
人
体
制
で
す
。
創
業

期
の
第
１
工
場
か
ら
第
２
、
第
３
、
そ
し
て

今
回
第
４
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。「
フ
ジ

タ
ッ
ク
」
の
生
産
ウ
エ
ー
ト
も
グ
ル
ー
プ
の

中
で
５
割
を
超
え
る
水
準
ま
で
達
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
機
に
富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
に

技
術
部
を
新
設
し
、
製
品
を
よ
り
安
定
的
に

効
率
よ
く
生
産
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
行

い
ま
す
。
技
術
開
発
か
ら
量
産
試
作
、
さ
ら

に
生
産
導
入
ま
で
一
貫
し
て
高
効
率
な
運
営

で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、
フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
業
の
急
激

な
変
化
、
伸
展
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
自
家
発
電
率
 70
％
へ

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
高
い
自
家
発
電

率
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ま
す
ね
。

坂
本　

フ
イ
ル
ム
製
造
は
溶
鉱
炉
に
似
た
生

産
方
式
で
す
の
で
、
瞬
間
で
も
電
気
が
止
ま

り
ま
す
と
製
品
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
出

ま
す
。
熊
本
は
、
落
雷
等
に
よ
る
瞬
間
停
電

の
可
能
性
が
高
い
た
め
製
造
ラ
イ
ン
に
は
自

家
発
電
を
導
入
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
瞬
停

富士フイルム九州㈱
■所 在 地／熊本県菊池郡菊陽町津久礼2900番地
■設　　立／ 2005（平成 17）年 4月
■資 本 金／ 5000 万円
■ 事業内容／ 液晶ディスプレイ用偏光板保護

フィルム「フジタック」の製造
■従業員数／ 300名

1950 年 9月 22 日生まれ、62歳。山梨県出身。東北大学工
学部機械工学科卒。75年富士写真フイルム㈱（現富士フイル
ム㈱）入社。足柄工場勤務などを経て、06年から富士フイル
ムオプトマテリアルズ㈱取締役製造本部長、08年 6月から現
職。趣味は映画観賞、読書（主に歴史小説）

S A K A M O T O  S A T O S H I
坂 本 敏 社長

Profile

等
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
少
な
い
部
分
へ
は
九

電
か
ら
の
買
電
と
使
い
分
け
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
60
％
の
自
家
発
電
率
で
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
原
発
非
稼
働
に
よ

る
電
力
不
足
や
電
気
料
金
の
高
騰
に
対
し

て
、
70
％
ま
で
高
め
よ
う
と
第
４
工
場
の
完

成
時
ま
で
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
原
料
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
代
が
前
年
比
50
％
増

と
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
大
変
懸
念
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。当
社
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
方
式（
＊

３
）
で
安
定
的
に
一
括
し
て
電
気
と
蒸
気
の

供
給
が
可
能
で
あ
り
、
天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
に
よ
る
自
家
発
電
と
買
電

の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
採
っ
て
い
ま
す
。

―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
で
す
ね
。

富士フイルム九州㈱

【企業データ】

坂
本　
「
南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に
」
パ
ー
ト

ナ
ー
協
賛
、
南
阿
蘇
村
で
の
水
源
か
ん
養
林

整
備
な
ど
に
は
じ
ま
り
、
５
年
前
か
ら
は
南

阿
蘇
「
水
田
お
助
け
隊
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
水
」
を
大
量
に
使
い
ま
す
か
ら
、
地

域
の
環
境
保
全
に
は
最
大
限
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
「
桜
ま
つ
り
」
も
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
昨
春
は
、
予
想
を
上
回
る

４
千
人
あ
ま
り
の
お
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
歩

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

自
立
的
に
運
営
で
き
る

組
織
を
構
築

―
第
４
工
場
の
完
成
で
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
生
産
拠
点

と
し
て
の
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す

interviewTOP

が
、
今
後
の
富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
の
方
向
性

に
つ
い
て
。

坂
本　

量
産
工
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
成
長
を
遂
げ
る
会

社
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き
が
い
、
働

き
が
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
組
織
を
構
築

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

＊
１ 

Ｃ
Ｅ
Ｓ(C

onsum
er Electronics 

Show
) 

国
際
家
電
見
本
市

＊
2 

４
Ｋ 

Ｆ
Ｈ
Ｄ
の
４
倍
の
高
精
細
を
追

求
し
た
Ｔ
Ｖ

＊
3 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
方
式(Build O

w
n O
perate) 

民
間
企
業
が
自
ら
の
資
金
で
対
象
施
設

を
建
設
し
、
維
持
管
理
・
運
営
を
行
い
、

所
有
権
も
維
持
す
る
形
式

２００６年１０月から稼働している富士フイルム九州。写真正面は管理棟敷地内には桜の木を多数残し、春には「桜まつり」を開催。地域へ開放している

液晶ディスプレイ用偏光板保護フィルム「フジタック」

偏光子（光をコントロールする膜）をプロテクトするフィルムとして不可欠な材料だ
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村の概要＞＞

会社概要＞＞

会社概要＞＞

会社概要＞＞

新新会会会員員員員紹紹紹紹紹介介介介介介介介新会員紹介

NF

1
NF

3

NF

2
NF

4

　

弊
社
熊
本
支
店
は
１
９
１
２
年
2
月
17
日

に
開
設
し
、
長
き
に
亘
り
熊
本
県
の
経
済
活

動
の
発
展
を
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
企
業
信
用
調
査
を
主
体
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」、
企
業
情
報
誌
「
週
刊

帝
国
ニ
ュ
ー
ス
熊
本
県
版
」
の
発
行
な
ど
、

皆
様
に
迅
速
か
つ
正
確
な
全
国
の
企
業
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク

認
証
取
得
の
支
援
も
手
が
け
、
信
用
調
査
以

外
の
分
野
の
サ
ー
ビ
ス

も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
に
根
ざ

し
「
信
頼
さ
れ
る
情
報

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て

熊
本
県
内
の
企
業
様
に

と
っ
て
有
益
な
情
報
の

発
信
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会
は
、
県
内
に
お
い
て
、

雇
用
環
境
の
整
備
・
改
善
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
も
っ
て
地
域
の
発
展

を
担
う
べ
き
、
人
材
の
育
成
・
定
住
促
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
３
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
事
業
実
績
の
中

で
、『
若
年
者
向
け
支
援
』
と
『
中
小
企
業
向
け
支
援
』

の
２
つ
を
柱
に
、
県
や
国
と
連
携
し
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

企
業
向
け
支
援
と
し
て
、
人
材
確
保
・
定
着
・
育

成
の
た
め
の
、「
採
用
担

当
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
若
手
社
員
向
の
セ
ミ

ナ
ー
」、「
内
定
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
」
等
を
開
催

し
、
多
く
の
企
業
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

当
社
は
昭
和
32
年
の
創
業
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
総

合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
作
・
販
売
・
施
工
・

保
守
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

製
品
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
・
パ
イ
ル
、
マ

ン
ホ
ー
ル
や
ダ
ク
ト
蓋
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2

次
製
品
で
あ
り
、
九
州
の
イ
ン
フ
ラ
と
暮
ら
し

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ル
を
は
じ
め
、
お
客
様
の
声
を
取
り

入
れ
た
製
品
の
設
計
開
発
と
保
守
、
地
中
化

の
製
品
販
売
お
よ
び
施
工
、
パ
イ
ル
に
よ
る

杭
工
事
の
設
計･

施
工
な
ど
従
来
か
ら
培
っ

て
き
た
強
み
の
強
化
に
加
え
、
将
来
を
見
据

え
事
業
領
域
を
拡
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
廃
品
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
を

再
生
骨
材
と
し
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ー
ル
」
な
ど
環
境
配
慮
の
声
に
お
応
え
す
る

新
た
な
製
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
確
か
な
技
術
と
品
質
で
お
客

様
に
安
心
を
届
け
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
会
社
を
目
指
し
ま
す
。　

　

相
良
村
は
、
熊
本
県
の
南
部
、
人
吉
球
磨

盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
６
年
連
続
水
質

日
本
一
の
清
流
川
辺
川
が
村
の
中
央
を
北
か

ら
南
に
か
け
貫
流
し
て
い
ま
す
。
北
部
は
標

高
４
０
０
ｍ
か
ら
１
，
３
０
０
ｍ
の
山
岳
が

連
な
る
山
林
地
帯
で
あ
り
、
南
部
は
水
田
や

畑
が
広
が
る
典
型
的
な
農
業
地
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
と
温
泉
を
備
え
た
施
設
「
さ

が
ら
温
泉　

茶
湯
里
」
や
国
重
要
文
化
財
指

定
「
十
島
菅
原
神
社
」
を
は
じ
め
と
す
る
歴

史
的
建
造
物
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
は
、人
吉
Ｉ
Ｃ
ま
で
５
分
、

人
吉
Ｉ
Ｃ
か
ら
福
岡
ま
で
約
３
時
間
、熊
本
・

鹿
児
島
・
宮
崎
ま
で
約
１
時
間
と
主
要
都
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
す
。
相
良
村
の
立

地
・
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

New Face

■所在地
　〒868-8501
　熊本県球磨郡相良村大字深水2500-1
■TEL／0966-35-0211（総務課）
■FAX／0966-35-0011（総務課）
■人口
　4,989人（2012年7月末時点）
■主な産業／農林業

■所在地
　〒869-1205 熊本県菊池市旭志川辺1349-4
■TEL／0968-37-3311
■FAX／0968-37-3514
■操業／1981年9月
■事業所代表者／工場長　安武　政道
■本社所在地
　〒815-0035
　福岡県福岡市南区向野1丁目13番14号
■ 事業内容／コンクリートポール及びコンクリートパ
イル、その他コンクリート製品の生産並びに販売

■所在地
　〒860-0017 熊本県熊本市中央区練兵町63
■TEL／096-324-3344
■FAX／096-354-4787
■開設／1912年2月
■事業所代表者／支店長　与古田　智
■本社所在地
　〒107-8680 東京都港区南青山2-5-20
■ 事業内容／企業信用調査

■所在地
　〒862-0950
　熊本県熊本市中央区水前寺１丁目4-1 水前寺駅ビル2階
■TEL／096-382-5445　　■FAX／096-382-5447
■代表者／理事長　浅山　弘康
■設立／1991年
■ 事業内容／雇用支援事業

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
熊
本
支
店

公
益
財
団
法
人

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

九
州
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
熊
本
工
場

相
良
村

信
頼
さ
れ
る
情
報
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

が
ん
ば
る
人
と
企
業
の

サ
ポ
ー
タ
ー
。

「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
る
会
社
に
な
ろ
う

相
良
村
の
立
地
・
特
性
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。
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平成24年度

事業報告

Business Reports

■
通
常
総
会

■
熊
本
県
セ
ミ
ナ
ー

■
自
動
車
関
連
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

■
視
察
研
修

■
特
別
セ
ミ
ナ
ー

■
市
町
村
研
修
会

■
青
少
年
の
た
め
の

　

科
学
の
祭
典

　

熊
本
大
会
２
０
１
２

　

平
成
24
年
５
月
31
日
（
木
）

全
日
空
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

（
熊
本
市
）
に
お
い
て
、
平
成

24
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

入
退
会
状
況
報
告
や
役
員
選

任
、
平
成
23
年
度
事
業
・
収
支

決
算
報
告
及
び
平
成
24
年
度
事

業
計
画
・
予
算
案
等
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
で
は
、
熊
本

大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫
研

究
セ
ン
タ
ー
の
稲
葉
継
陽
教
授

か
ら
「
加
藤
・
細
川
４
０
０
年

の
歴
史
と
地
域
社
会
」
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
、
蒲
島
郁
夫
熊

本
県
知
事
も
出
席
の
う
え
、
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
２
日（
金
）、椿
山
荘（
東
京
都
文
京
区
）に
お
い
て
、

熊
本
県
、
セ
ミ
コ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
推
進
会
議
と
の
共
催
で
、
首
都
圏

に
お
け
る
半
導
体
関
連
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
の
投
資
決
定
の
立
場

に
あ
る
方
々
を
対
象
と
し
た
熊
本
県
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
頭
脳
立
地
く
ま
も
と
〜
熊
本
の
研
究
開
発

最
前
線
〜
」
で
、
半
導
体
関
連
業
界
を
中
心
に
３
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
先
端
の
研
究
開
発
に
携
わ
る
企
業
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
や
大
学
院
教
授
を
お
迎
え
し
て
、
熊
本
を
取
り
巻
く
研
究

開
発
の
動
き
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
講
演
一
覧

　

● 

「
材
料
革
新
が
拓
く
次
世
代
有
機
Ｅ
Ｌ
〜
九
州
に
お
け
る
新
た
な
産
業
集
積
を
め
ざ
し
て
〜
」

 

九
州
大
学
大
学
院
工
学
府
応
用
化
学
部
門
教
授

 

最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
（
O
P
E
R
A
） 

セ
ン
タ
ー
長　

安
達　

千
波
矢
氏

　

●
「
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
に
よ
る
快
適
空
間
の
創
造
」 

㈱
イ
ー
・
エ
ル
・
テ
ク
ノ　

代
表
取
締
役
社
長　

豆
野　

和
延
氏

　

● 

「
量
産
事
業
所
に
お
け
る
商
品
化
開
発
」

 

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
熊
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー　

Ｉ
Ｓ
開
発
部
門
長　

門
村　

新
吾
氏

　

●
「
選
ば
れ
る
熊
本
」 

熊
本
県
知
事　

蒲
島　

郁
夫
氏

　

平
成
24
年
10
月
25
日
（
木
）、
名
古
屋
ル
ー

セ
ン
ト
タ
ワ
ー
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
に
お

い
て
、
熊
本
県
と
共
催
で
東
海
地
域
に
お
け

る
自
動
車
関
連
企
業
を
対
象
と
し
た
企
業
誘

致
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
１
５
０
万
台
生
産

拠
点　

九
州
と
熊
本
の
挑
戦
」
で
、
関
係
企

業
の
ト
ッ
プ
の
方
々
を
中
心
に
約
１
８
０
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
１
月
24

日
（
木
）、25
日
（
金
）

の
両
日
、
会
員
28
名

の
参
加
の
下
、
福
岡

県
宮
若
市
、
北
九
州

市
、
佐
賀
県
佐
賀
市

に
て
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
レ
ク
サ
ス
な
ど
の
高
級
車
８
種
類
を

年
間
約
43
万
台
生
産
す
る
能
力
を
持
つ
「
ト
ヨ
タ

自
動
車
九
州
㈱
」、
モ
ー
ト
マ
ン
な
ど
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
シ
ェ
ア
１
位
を
誇
る
「
㈱
安
川

電
機
」
を
、２
日
目
は
、佐
賀
県
に
移
動
し
、「
味

の
素
㈱
九
州
事
業
所
」
に
お
い
て
、
ア
ミ
ノ
酸
を

発
酵
す
る
世
界
最
大
級
の
生
産
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
２
月
４
日
（
月
）、
ホ
テ
ル
熊
本
テ

ル
サ
（
熊
本
市
）
に
お
い
て
、
セ
ミ
コ
ン
フ
ォ
レ

ス
ト
推
進
会
議
と
の
共
催
で
、
約
90
名
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
銀
行
熊
本
支
店
長
の

坂
本
哲
也
様
と
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

研
究
開
発
課
長
の
渡
邊
昇
治
様
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
講
演
一
覧

　

●
【
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の
現
状
と
Ｒ
＆
Ｄ
に
つ
い
て
】

 
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱　

取
締
役
副
社
長　

大
村　

英
一
氏

　

●
【
九
州
地
域
に
お
け
る
自
動
車
関
連
企
業
の
課
題
と
市
場
】

　

 

福
岡
大
学
商
学
部　

教
授　

居
城　

克
治
氏

　

●
【
熊
本
県
の
魅
力
】

 

熊
本
県
知
事　

蒲
島　

郁
夫
氏

　

平
成
24
年
10
月
９
日
（
火
）、

10
日
（
水
）
の
両
日
、
玉
名
市

に
て
「
平
成
24
年
度
熊
本
県
企

業
誘
致
連
絡
協
議
会
市
町
村
研

修
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
企
業
誘
致

行
政
に
携
わ
る
市
町
村
職
員
が

必
要
と
す
る
知
識
や
誘
致
活
動

の
現
状
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
県
及
び
市
町
村
相
互
間
の
情
報
交
換
や
親
睦
を

図
る
こ
と
で
県
全
体
の
企
業
誘
致
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
本
協
議
会
市
町
村

会
員
26
市
町
村
・
45
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
【
１
日
目
】 

　
　

● 

「
企
業
誘
致
は
い
ま
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
〜
医
療
、
環
境
、

ス
マ
ホ
な
ど
成
長
産
業
に
シ
フ
ト
転
換
〜
」

 

㈱
産
業
タ
イ
ム
ズ
社　

代
表
取
締
役
社
長　

泉
谷　

渉
氏

　
　

●  「
90
分
で
わ
か
る
企
業
デ
ー
タ
の
見
方
と
活
用
の
コ
ツ
〜
特
長
理
解

は
利
用
価
値
向
上
と
成
果
向
上
に
導
く
〜
」

 

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
熊
本
支
店　

支
店
長　

与
古
田　

智
氏

　
　

●
座
談
会

　
【
２
日
目
】

　
　

●
工
場
見
学 

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
熊
本
工
場
（
玉
名
市
）

　

平
成
24
年
８
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
に
、

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
益
城
町
）
に
て
開
催
さ

れ
た
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典　

熊
本

大
会
２
０
１
２
」
に
科
学
実
験
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
企
業
会
員
３
社
の
ご
協
力
を
得
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
科
学
実
験
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

二
日
間
で
３
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

■ 

【
空
気
と
あ
そ
ぼ
う　

マ
イ
ナ
ス
２
０
０
度
の
世
界
】

　
　

協
力
：
日
本
エ
ア
・
リ
キ
ー
ド
㈱

■ 

【
海
水
か
ら
塩
を
作
ろ
う
！
】

　
　

協
力
：
本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所 

■ 

【
熱
の
伝
わ
り
方　

ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
で
氷
を
切
ろ
う
！
】

　
　

協
力
：
三
菱
電
機
㈱
熊
本
事
業
所

■
講
演
一
覧

　

●
「
日
本
経
済
の
動
向
と
課
題
」

　
　

日
本
銀
行
熊
本
支
店 

支
店
長　

坂
本　

哲
也
氏

　

●
「
研
究
開
発
の
動
向
」

　
　

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

 

研
究
開
発
課
長　

渡
邊　

昇
治
氏

04
05
06
07
08
09
10
11
12
01
2013

2012

02
03

■幹事会開催

■市町村初任者研修会開催

■第3回医療機器 
　開発・製造展
　出展

■SEMICON Taiwan 
　2012 出展

■会員交流ゴルフコンペ開催

■SEMICON 
　Japan 2012出展

■第3回クルマの軽量化技術展出展

■PV EXPO 2013 
　第6回国際太陽電池展出展

■会員交流
　ボウリング大会開催

５月１８日（金）熊本県庁

５月２９日（火）熊本県庁

６月２０日（水）～２２日（金）
東京ビッグサイト

９月５日（水）～７日（金）
台湾台北

１１月３日（土）
阿蘇リゾートグランヴィリオホテル　
２９名

１２月５日（水）～７日（金）
幕張メッセ

１月１６日（水）～１８日（金）
東京ビッグサイト

２月２７日（水）～３月１日（金）
東京ビッグサイト

３月１６日（土）
マスターズボウル熊本
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